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改訂履歴

070907  「表 1.3.1 点検の対象部材」のなかで「照明、標識施設」が概略点検対象になっていなかっ

たので◎に修正（近接目視）

070909  「表 1.3.1 点検の対象部材」のなかで「下部工 基礎」が概略点検対象になっていなかった

ので○に修正

080311  「4点検の頻度と水準」を長寿命化修繕計画に合わせて修正

090325   重点維持管理橋梁の記述を追加。概略点検を 15m 未満と 15m 以上に区分

091012   第 1 篇共通に 5安全対策を追加

150331    「3点検の種別」(2)定期点検のなかで定期点検の水準を「代表的な部材」→「すべての部材」

に変更

「3 点検の種別」【解説】のなかで「地上から目視できる範囲の点検（遠望目視）」→「近

接による目視点検」に変更

「表 1.3.1 点検の対象部材」のなかで対象となっている部材については◎に変更（近接目視）

「表 1.3.2 橋梁の維持管理体系と作業内容」のなかで「橋梁点検-定期点検-概略点検」の

調査法：「遠望目視」→「近接目視」

対象部材：「代表部材、地上から視認できる部位」→「全径間の全部材を確認したうえで

の代表部材」に変更

  すべての共通項目 概略点検→点検Ａ  詳細点検→点検Ｂに変更

     「１適用の範囲」「図 1.1.1」に「重点維持管理橋梁」を追加

     「図 1.1.1」に「１年点検」を追加
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第１編 共通
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1 適用の範囲

【解説】

長崎県が管理する道路橋を対象とすることを示した。

橋梁に関する維持管理業務は，一般に通常点検（橋梁を対象とした道路パトロール），定期点検，

異常時点検等の点検業務と，点検結果に伴う追跡調査，詳細調査，維持工事等の組合せで構成される。

このうち本マニュアル（案）は，通常点検と定期点検（点検Ａ，点検Ｂ）および異常時点検を対象

とする。また，橋梁規模や構造特性が大きく異なる橋梁および地域に与える影響が大きい橋梁を「重

点維持管理橋梁」とし，一般的な橋梁と区分して重点的に維持管理を行うものとする。「重点維持管

理橋梁」については，橋梁毎に点検手法を別途定めた「維持管理要領書」に従い定点観測ポイントの

劣化進行状況を確認する 1年点検と 5年に 1度の点検Ｂを行うものとする。

図 1.1.1 維持管理における点検・維持修繕の体系

本マニュアル（案）は，長崎県が管理する道路橋の点検業務に適用する。
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2 点検の目的

【解説】

ここでは，橋梁点検の一般的な目的を示している。

橋梁点検の第一の目的は，管理する橋梁の現状を把握し，橋梁の安全性や使用性に悪影響を及ぼし

ている損傷を早期に発見して適切な措置をとる事によって，安全かつ円滑な交通を確保することにあ

る。

第二の目的は，効率的な維持管理を実施するための基礎情報を蓄積し，継続的かつ効果的な点検や

計画的な補修・補強を行うことにある。

また，蓄積された点検結果を分析することにより，維持管理面からみた構造上の問題点や改善点が

明らかとなり，より耐久性の高い橋づくりにつながる事が期待される。

図 1.2.1 橋梁点検の目的

橋梁点検の目的

重大な損傷の早期発見・早期対処

状態評価(予測)につながる情報の蓄積

（安全の確保）

（計画的，効率的な維持管理の推進）

橋梁の点検は，道路維持管理業務の一環として管理する橋梁の現状を把握し，安全性や耐荷力・

耐久性に影響すると考えられる損傷を早期に発見することにより，常に橋梁を良好な状態に保全

し安全かつ円滑な交通を確保するとともに，点検結果などで得られた情報を蓄積することにより

効率的な維持管理を行うことを目的に実施する。



4

3 点検の種別

【解説】

(1) 通常点検は，道路パトロールとして車内からの目視によって実施していることが多く，車内から確

認できない橋梁の損傷については定期点検に依存している。しかし，良好な維持管理と補修を行う

ためには，日常的な点検が必要不可欠であり，パトロールを行う際に徒歩による目視点検を実施す

るように心がけることが望ましい。

(2) 定期点検によって全ての部材に対してその現況を詳細に把握することが理想的であるが，全ての橋

梁の部材を詳細に点検するには膨大な時間と費用が必要となり，現在の管理体制や損傷実態とはそ

ぐわないものとなる。そこで，本マニュアル（案）においては，点検Ａと点検Ｂの 2つの点検水準

を定めた。

ⅰ）点検Ａ

点検Ａは，損傷種類を発生頻度等の観点から国土交通省の「道路橋定期点検要領 H31.2」に準

拠した 6種類の損傷に着目し，主要部材について損傷の状態とその広がりを，その他部材につい

ては重大な損傷の有無を把握することにより，数多くの橋梁点検を経済的に実施し、点検Ｂと組

み合わせることで効率的な維持管理を実現することを目的としている。

点検Ａの調査票は橋長により「橋長 15ｍ以上橋梁」と「橋長 15ｍ未満橋梁」に区分する。

ⅱ）点検Ｂ

点検Ｂは，すべての部材に発生した損傷を詳細に把握することを目的とし，橋梁各部に触れる

程度の距離まで接近して目視する点検とする。

点検Ｂでは国土交通省の「橋梁定期点検要領 H31.3」に準拠した 26 種類の損傷について把握す

る。（第 3編 点検Ｂ 2.1 損傷の種類参照）

点検の種別は次のとおりとする。
(1) 通常点検

通常点検とは，交通の安全確保を主たる目的として，道路の日常巡回（パトロール）とし
て実施される橋梁の点検をいう。

(2) 定期点検
定期点検とは，橋梁の保全を図るために定期的に実施するものであり，橋梁の全ての部材

について詳細に把握することを目的とする。点検は近接目視を基本とし，状況に応じて点検
機械・器具を使用する。定期点検水準は，国土交通省の「道路橋定期点検要領 H31.2」に準
拠して損傷種類を 6種類に着目した「点検Ａ」と国土交通省の「橋梁定期点検要領 H31.3」
に準拠して損傷種類を 26種類に着目した「点検Ｂ」によって構成する。

(3) 異常時点検
台風，豪雨，豪雪などの異常気象、または地震が発生した後に，主に交通の安全性を確認

するために緊急的に行う点検をいう。
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ⅲ）対象部材

各点検で対象とする部材は以下のとおりとする。

表 1.3.1 点検の対象部材

工 種 部 材

通
常
点
検

定期点検
異
常
時
点
検

点
検
Ａ

点
検
Ｂ

上部工

床版 △ ◎ ◎ ○

主構 △ ◎ ◎ ○

床版・主構以

外

主要な部材 △ ◎ ◎ ○

主要でない部材 △ ◎ ◎ ○

下部工
躯体 △ ◎ ◎ ○

基礎 － ◎ ◎ ○

支承部

本体 △ ◎ ◎ ○

沓座 △ ◎ ◎ ○

落橋防止 － ◎ ◎ ○

路上

高欄，防護柵 ◎ ◎ ◎ ◎

遮音施設 ○ ◎ ◎ ◎

照明，標識施設 ◎ ◎ ◎ ◎

路面

地覆 ◎ ◎ ◎ ◎

舗装 ◎ ◎ ◎ ◎

伸縮装置 ◎ ◎ ◎ ◎

その他

排水施設 ◎ ◎ ◎ ○

点検施設 － ◎ ◎ ○

添架物 － ◎ ◎ ○

袖擁壁 － ◎ ◎ ○

        ◎：主に近接目視  ○：主に遠望目視  －：対象外

△：異常が生じている可能性がある場合に状況を写真撮影

・定期点検は，全径間の全部材を対象とし，梯子，橋梁点検車，足場等を利用して極力部材に接近

して点検するものとする。跨線橋，トラス橋，アーチ橋及び交通規制が困難な橋梁等では，近接

目視と同程度の精度が得られる間接目視（テレビモニターなど）機器を使用しても良い。

・高欄，防護柵，縁石，中央分離帯，舗装，遮音施設，照明施設，標識についての不具合は，交通

の安全確保に直接影響するため，定期点検のみに頼らず日常のパトロール等により常に良好な状

態に保っておく必要がある。
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ⅳ）維持管理体系と作業内容

橋梁の維持管理体系における点検の位置づけ，及び内容は以下のとおり。

表 1.3.2 橋梁の維持管理体系と作業内容

項目 目的
頻度

及び時期
調査法 対象部材

橋
梁
点
検

通常点検 損傷の早期発見
巡回等に

併せて実施

車内より目視

（必要に応じ

て徒歩）

車中から確認でき

る路上部材

定
期
点
検

点検Ａ
橋梁全体の

健全性の確認

5 年に 1回

実施する

ことを標準

近接目視 全径間の全部材

点検Ｂ 近接目視 全径間の全部材

異常時点検
地震等発生時に橋梁の

安全性を確認する

異常発生毎

に実施
遠望目視

異常が確認

できる部材

維
持
修
繕

補

修

計

画

追跡調査注１） 進行状況を把握する必

要のある損傷の調査

補修計画の

中で設定
近接目視

必要とさ

れる部材

詳細調査注 2） 損傷原因の特定や詳細

な損傷内容の把握

補修計画の

中で設定

機器等の

使用

必要とさ

れる部材

補修検討

及び設計

補修が必要な損傷に

対する設計・検討

補修計画を

基に実施
－ 全部材

維持工事
損傷部の健全な状態

への回復

年間維持作

業内で実施
－ 全部材

補修工事
損傷部の健全な状態

への回復

補修計画を

基に実施
－ 全部材

緊急対応
第三者被害等の恐れが

ある損傷の応急措置

損傷発見後

早急に実施
－ 全部材

注１）追跡調査は，急速に進展する可能性のある損傷を監視することを目的として実施するもので，

定期点検の後に進行状況を継続して確認するものであるため，ここでは維持補修に区分して

いる。

   追跡調査は，必要な橋梁を選定し，調査内容を決定し，１年に１回を目安に実施する。

注２）詳細調査は，損傷原因の特定や損傷程度を詳細に把握することを目的として実施するもので，

これを単独で行うよりも補修検討及び設計と一体として実施し、有効な補修方法・範囲等を

選定することが望まれるため，維持補修に区分している。

(3) 異常時点検

台風，豪雨，豪雪などの異常気象、または地震が発生した後に，主に交通の安全性を確認するため

に緊急的に行う点検をいう。点検対象部材は異常事象の種類に応じて、交通の安全確保に必要な、橋

面上、もしくは支承部、伸縮装置、落橋防止装置等の損傷に着目して実施する必要がある。
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4 点検の頻度と水準

【解説】

(1) 定期点検は，下表によることを基本としているが，損傷の発生状況や管理水準に応じて，その頻

度や体系の見直しを行うことが重要である。

図 1.4.1 点検の頻度イメージ

(2) 健全性は，直近の点検結果を基にした健全度によって判断する。

(3) 定期点検実施の優先順位や頻度及び水準の計画にあたっては，橋梁規模，架設後の経過年数，現

在の損傷の度合い，橋梁の重要度等を総合的に判断して決定する必要がある。

健全性判定 架け替え 早期修繕 予防的修繕 当面修繕必要なし

点検頻度 毎年 2年に1回 5年に1回 5年に1回

1年経過 点検
2年経過 点検 点検
3年経過 点検 点検
4年経過 架け替え 点検
5年経過 点検
6年経過 点検
7年経過 修繕
8年経過 点検
9年経過 点検 修繕
10年経過 点検
11年経過
12年経過 点検
13年経過
14年経過 点検 点検
15年経過 点検
16年経過
17年経過 点検
18年経過
19年経過 点検 点検
20年経過 点検
21年経過
22年経過 点検
23年経過
24年経過 点検 点検
25年経過 点検
26年経過
27年経過 点検
28年経過
29年経過 点検 点検
30年経過 点検

定期点検の頻度は，５年に１回の頻度で行うことを基本とする。また，架替え予定橋梁は，架
替え実施までの間は１年に１回点検を実施し，早期の修繕が必要と判断した橋梁は，対策実施ま
での間は２年に１回の点検を実施する。
修繕，架替えを実施する前年度には必ず点検を実施し，対策内容について再検討する。
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5 安全対策

【解説】

橋梁点検は供用下で行うことから，道路交通，第三者及び点検に従事する者の安全確保を第一に，

労働基準法，労働安全衛生法その他関連法規を遵守するとともに，現地の状況を踏まえた適切な安全

対策について，点検計画に盛り込むものとする。

主な注意事項は次のとおりである。

(1) 保護具・携行品

・ ヘルメットの点検を始業前に必ず行い，作業中は必ず着帽する。

・ 道路上での作業には，必ず安全チョッキを着用する。

・ 現地で作業に従事する際には，通常，橋面あるいは桁下等に自動車交通や列車交通があること

から，携行品，資料等の用具は常に整理整頓し，飛散や落下させないよう十分注意する。

(2) 点検場所

・ 路肩等の歩行時には車両の接近に十分注意する。

・ 危険な箇所への立ち入りは避け，点検従事者の安全を確保する。

・ 河川や水路内では，増水時に安全に避難できる経路を確認しておく。

(3) 気象

・ 作業前には気象状況を確認し，天候，気温等の情報収集を行う。河川や水路では，架橋位置の

みならず上流川流域についての情報収集も行う。

・ 作業中に気象状況（降雨（水位），強風，降雪，地震等）の急変により危険が予見される場合

には直ちに作業を中止し，安全の確保を図り，ラジオ等により情報の収集に努める。

・ 降雨，降雪，凍結により転倒，滑落等の危険が予見される場合には作業を中止する。

・ 降雨により水位の上昇が予想される場合には早めの避難行動をとる。特に急傾斜地や市街地な

ど，流域の状況や河道構造によっては鉄砲水の危険があることに注意する。

・ 地震が発生した場合には直ちに作業を中止し，作業範囲内を点検し，第三者への被害防止を図

る。また，地震後はラジオ等により余震や津波などの情報収集に努める。

・ 上記以外にも，作業に危険が伴うと判断される場合には，直ちに作業を中止し，安全が確保さ

れるまで作業を再開してはならない。

橋梁点検は，道路交通，第三者及び点検に従事する者に対して適切な安全対策を実施して行わ
なければならない。
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6 マニュアルの更新

【解説】

点検マニュアルは，作成した時点での最新の研究成果や知見を反映させたものであるが，継続して

運用してゆくうちに，内容が現状にそぐわなくなる可能性がある。

このため，本マニュアル（案）では年度毎に内容の検討を行い，必要に応じて改訂を図ることを前

提とした。

なお，見直しにあたっては，以下の情報をもとに内容の検証を行い，必要個所を更新するものとす

る。

(1) 点検から得られた新たな知見

毎年度の橋梁点検結果を長崎県内全体で総括し，損傷が顕著な構造ディテール等があれば，点検

項目の修正などによりマニュアルの内容に反映させる。

(2) 損傷に関する新たな研究成果

橋梁の損傷などに関する研究成果をもとに，損傷等級評価基準の修正などによりマニュアルの内

容に反映させる。

(3) 点検・調査および補修・補強に関する新たな技術開発

点検・調査に関する技術開発により，より効率的，効果的な点検手法が確立された場合や，補修・

補強技術の開発により損傷の重要度が変わった場合には，マニュアルの内容を修正する。

(4) 運用上の課題

マニュアルの運用に関して課題が報告された場合には，対応を検討し，内容を適切に修正する。

本マニュアル（案）は，年度毎に内容を検討し，必要に応じて改訂する。



改訂履歴

070909 2.3 対象部材と点検項目 「下部工 基礎 洗掘」が重大な損傷の有無を判断・記録するものに

入っていなかったので追加

071210 3.2 損傷評価標準を削除→概略点検作業手順書を参照する。

090325 「橋長 15m 以上橋梁」，「橋長 15m 未満橋梁」に区別して記述を追加

150331 2.1 基本的な考え方【解説】の文章を修正

         表 2.2.1 及び表 2.2.2 の鋼部材の損傷の種類に「亀裂，破断」を追加

    2.2 損傷の種類【解説】損傷種類の数量変更

    2.3 対象部材と点検項目【解説】文章を追加

3.損傷状況の記録に「緊急を要する損傷が確認された場合」の記録方法を追記

「4.診断」の章を削除し、「4.健全度の算出要領」を追記

         5.点検結果の記録に「緊急を要する損傷が確認された場合」の記録方法を追記

すべての共通項目 概略点検→点検Ａ  詳細点検→点検Ｂに変更

200331 ・損傷事例に下記の損傷事例を追加

「特定の条件を満足する溝橋の定期点検に関する参考資料（平成３１年２月）」

「引張材を有する道路橋の損傷例と定期点検に関する参考資料（平成３１年２月）」

「水中部の状態把握に関する参考資料（平成３１年２月）」

・「点検Ａ」は道路橋定期点検要領に準拠，「点検Ｂ」は橋梁定期点検要領に準拠しているこ

とを明示

・点検作業のフロー図を現状に合わせて修正

・「点検Ａ」の損傷記録方法について，詳細説明を追加

・溝橋の取り扱いについての説明を追加

・長崎県の損傷事例を使用した判定例を追加

・写真撮影方法の追加
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第２編 点検Ａ
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1 点検作業の流れ

点検は下図の流れに従い実施することを基本とする。

図 2.1.1 点検作業の流れ

【解説】

点検作業の流れ図は，点検Ａの標準的な進め方を示したものである。

点検Ａにおける診断は，健全度の算出と標準補修工事費の算出を行う。これは長崎県橋梁維持管理シ

ステム（以下，「システム」という。）で計算することができる。

なお，「橋長 15m 未満橋梁」の点検Ａは，重大な損傷の有無を確認することを目的としており，重

大な損傷が確認され次第補修を行うものとして，健全度，標準補修工事費の算出は行わないものとして

いる。

ＳＴＡＲＴ

準備

目視

損傷状況の
判断・記録

所見・処方を
判断・記録

報告書作成

点検

診断

補修・補強
設計

緊急対策の
必要性

あり

補修・補強の
必要性

あり

なし

なし

ＥＮＤ

健全度算出

標準補修工事費算出

橋長

Ｌ ｍ ≧15 

Ｌ＜ ｍ  15 
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2 点検の内容

2.1 基本的な考え方

【解説】

点検は，これを適正に行うために必要な橋梁に関する知識及び技能を有する者が従事するものとする。

① 状態評価につながる情報の取得を目的として

橋梁本体の健全性に大きな影響を及ぼす主要３部材（主構，床版，下部工）について，全径

間の損傷状況を判断・記録する。また，箱桁内部の損傷を確認した場合は，主構の損傷として

記録する。

② 重大な損傷の早期発見を目的として

全径間の支承部や路上・路面の部材について，重大な損傷の有無を判断・記録する。

2.2 損傷の種類

状況を判断する損傷の種類は，下表の６種類とする。

表 2.2.1状況を判断する損傷の種類

材 料 損傷の種類

鋼

01 腐食

02 亀裂

04 破断

コンクリート

06

(11

)

ひびわれ

(床版ひびわれ)

07 剥離・鉄筋露出

08 漏水・遊離石灰

【解説】

点検Ａで状況を判断する損傷の種類は点検Ｂで規定している 26 種類（第３編 点検Ｂ 2.1 損傷の種

類 参照）に対して，以下の様な観点から６種類に着目した。

① 橋梁本体の健全性に大きな影響を及ぼすもの（健全度評価に関与しているもの）

② 発生頻度の高い損傷

点検Ａは，主要部材の損傷状況を判断・記録する。
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2.3 対象部材と点検項目

点検Ａにおいて対象とする部材と確認すべき損傷種類と損傷状況は，表 2.2.2 を標準とする。

表 2.2.2 確認すべき損傷種類と損傷状況

《損傷の状況を判断・記録するもの》

工種 部材 材料 損傷の種類

上部工

床版

鋼 · 腐食，亀裂，破断

ｺﾝｸﾘｰﾄ
· 剥離・鉄筋露出
· 漏水・遊離石灰
· 床版ひびわれ

主構

鋼 · 腐食，亀裂，破断

ｺﾝｸﾘｰﾄ
· ひびわれ
· 剥離・鉄筋露出
· 漏水・遊離石灰

下部工 躯体

鋼 · 腐食，亀裂，破断

ｺﾝｸﾘｰﾄ
· ひびわれ
· 剥離・鉄筋露出
· 漏水・遊離石灰

《重大な損傷の有無を判断・記録するもの》

工種 部材 材料 重大な損傷

支承部

支承本体 －
· 車両走行時に異常な音がする
· 激しく腐食している，部品が脱落している，ゴムが損

傷・硬化・脱落している

沓座・モルタル －
· 土砂や水がたまっている
· モルタルがひびわれ，部分的に欠損している

路上 高欄・防護柵 －
· 車両の衝突などにより壊れている
· 道路利用者の通行に危険と思われる箇所がある

路面

舗装 －
· 穴やおおきなへこみひびわれがある
· 道路利用者の通行に危険と思われる箇所がある

伸縮装置 －
· 段差がある（２ｃｍ程度以上）
· 壊れている，車両走行時に異常な音がする

排水施設 －
· 土砂や舗装のオーバーレイによって詰まっている
· 排水施設が壊れて，排水が桁などにかかる

下部工 基礎 － · 洗掘により基礎が剥き出しになっている

【解説】

点検対象部材と各部材で着目する損傷種類，損傷状況を規定した。

亀裂，破断については，点検Ａ調書の「その他緊急を要する損傷など」欄に損傷状況及び写真番号を

記入する。

また，上表に記載のない部材に損傷が認められる場合についても同様とする。

沓座に滞水が認められた場合は，伸縮装置の排水に異常があることが予想されるため確認する。異常

があった場合は記録する。
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3 損傷状況の記録

3.1 写真撮影上の注意点

【解説】

・場所

前回点検の調書を確認し，できる限り同じ場所・同じ角度から撮影する。ただし，前回点検の調

書では損傷が判定しにくい場合には，この限りではない。

・範囲

損傷が発生した部材と損傷位置を把握するために遠景での撮影を行い，損傷の状態を把握するた

めに近接での撮影を行う。

遠景写真              近接写真

・角度

変形，移動，ひびわれなどは，角度に工夫をして状況が分かるように撮影する。

スタッフやポール，コンベックスなどを用いて変形が分かるように撮影を行う。

変形がわかりやすい         移動がわかりやすい

・精度

損傷のサイズが分かるように，ゲージを添えたり，チョーキングや黒板（白板）などで寸法を書

いたりしてわかるよう表現して撮影を行う。

また，写真はピンボケやブレがないかをその場で確認する。

ゲージを添える      チョーキングの例        白板の例

損傷の状況は，スケッチおよび損傷写真により記録する。

損傷の進行具合を判断するための情報源となることから，写真を撮影する際には場所，範囲，

角度，精度に注意して行う。
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3.2 点検結果記入シートへの記入

【解説】

損傷評価の基本的な考え方は点検Ｂと同様（第 3 編 点検Ｂ 3.損傷の評価 参照）である。

損傷状況は，「付録－１ 損傷等級評価標準」および「付録－２ 耐候性鋼材の損傷評価基準および

補修要否判定」と現場状況を見比べながら，点検者の主観によって以下の要領で判断する。

【橋長 15ｍ以上橋梁】

橋梁本体の健全性に影響を及ぼす３部材（主構，床版，下部工）について，以下の要領で記録する。

① 「付録－１ 損傷等級評価標準」および「付録－２ 耐候性鋼材の損傷評価基準および補修要否判

定」のコメントや事例写真を基にして各部材の主な（割合の多い）損傷状態を《良好～軽度～重度》

に区分し、全体的の欄にマークする。なお，腐食，ひびわれ，床版ひびわれについては，いずれかに

区分しがたい場合，その中間に区分する。

② 主な（割合の多い）状態評価より重度な部分的損傷がある場合には，その状態と発生位置を部分的

の欄にマークする。なお，状態は「付録－１ 損傷等級評価標準」および「付録－２ 耐候性鋼材

の損傷評価基準および補修要否判定」を基にして《軽度，重度》に区分する。

図 2.3.1 損傷状態の記録例

全体的には良好と軽度
の中間程度の損傷であ
るが，部分的（起点側の
一部）に重度の損傷が見
られる

損傷状況は，対象部材の損傷状態を「付録－１ 損傷等級評価標準」および「付録－２ 耐候性鋼

材の損傷評価基準および補修要否判定」を基に，点検者の主観によって判断する。

【橋長 15ｍ以上橋梁】

部材の全体的な損傷の程度を〔良好・軽度・重度〕のいずれかに判断する。ただし，腐食，ひびわ

れ，床版ひびわれについては，〔良好・軽度・重度〕のいずれかに判断しがたい場合，その中間と

して判断する。

全体的な状態では表現しがたい重度な部分的損傷がある場合には，その状況の判断〔軽度・重度〕

と発生位置を記録する。

【橋長 15m 未満橋梁】

対象部材の損傷状況に〔重度〕に該当する損傷があるか否かを判断する。
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損傷の種類により，《良好～軽度》や《軽度～重度》の間に記録欄がないこともある。

以下に，損傷記録パターンを示す。

表 2.3.1 損傷状態のパターン

損傷種類 ひろがり 状態 材料

腐食

全体的
《良好－－軽度－－重度》

□ □ □ □ □
鋼

部分的
無し 《軽度－－重度》

□   □   □

ひびわれ

（床版ひびわれ）

全体的
《良好－－軽度－－重度》

□ □ □ □ □

コンクリート

部分的
無し 《軽度－－重度》

□   □   □

剥離・鉄筋露出

全体的
《良好－－軽度－－重度》

□ □ □ □

部分的
無し 《軽度－－重度》

□  □   □

漏水・遊離石灰

全体的
《良好－－軽度－－重度》

□ □ □ □

部分的
無し 《軽度－－重度》

□   □   □

部材全体の平均的な損傷程度はどの状態が近いか，また部分的に損傷程度が進んでいる場合にはその

損傷程度はどの状態が近いかを記録する。部分的な損傷は，下図に示す様にひとつの径間を平面的に分

割して概略的に発生位置を記録することとした。

【橋長 15ｍ以上橋梁】

図 2.3.2 損傷位置の記録例（橋長 15ｍ以上，上部工）

発生位置を記録✔

✔
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図 2.3.3 損傷位置の記録例（橋長 15ｍ以上，下部工）

図 2.3.4 損傷位置の記録例（橋長 15ｍ以上，下部工：壁式橋脚）

発生位置を記録

✔

✔

側面は一面として記録

橋脚前面を上下

２分割で記録
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◇上部工における記入例

【橋長 15ｍ以上】

主な（割合の多い）損傷状態が良好と軽度の中間程度であり，それより重度な損傷（損傷評価区

分：重度）がひとつの径間を９分割した場合，１箇所に見られる場合は，下図に示す様に記録する。

図 2.3.5 損傷位置の記録例（橋長 15ｍ以上，上部工）

・部分的な損傷において、軽度と重度が混在している場合は、重度の損傷についてのみ状態と

位置を記録する。

図 2.3.6 記録事例（15ｍ以上，上部工）

径間を平面的(上空から透視した)に９分割した場合

の発生位置をマークする。（９等分ではなく、起点側

寄りか終点側寄りか、また右側か左側か真ん中近傍か

といったイメージでとらえる）
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◇下部工における記入例

【橋長 15ｍ以上】

主な（割合の多い）損傷状態が軽度であり，それより重度な損傷（損傷評価区分：重度）が橋

脚の片方の梁部に見られる場合は，下図に示す様に記録する。

部分的な損傷は，下図に示す様に橋脚を梁（左，右，真中），柱に 4分割して発生位置を記録

する。なお，橋台の場合は梁部を側面部とみなして記録する。

図 2.3.7 記録事例（15ｍ以上，下部工）

【橋長 15ｍ未満橋梁】

重大な損傷の有無を把握することを目的としていることから，着目する部材に重度の損傷があるか否かを

記録することとし，損傷の広がりが全体的か，部分的かは問わないこととした。

点検結果記入シートに記載されている損傷状況の有無を記録することを基本とし，上部工のみ幅

員方向発生位置（左側・中央・右側）も記録する。

①「付録－１ 損傷等級評価標準」および「付録－２ 耐候性鋼材の損傷評価基準および補修要否判定」

のコメントや事例写真を基にして各部材の損傷状況が点検結果記入シートの記述内容と合致する場

合，有りの欄にマークする。なお，上部工については，損傷の発生位置を幅員方向に３分割した場合

のどの位置に該当するかをマークする。

②損傷写真を撮影し，写真番号を記録する。

③特記すべき事項や気が付いた点などを記録する。

図 2.3.8 損傷位置の記録例（橋長 15ｍ未満）

橋脚を梁（左，右，

真中），柱に４分割して

発生位置をマークす

る。

橋台は梁部を側面

部としてマークする。

レ

レ

レ
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【橋長 15ｍ未満】

橋台（コンクリート）に重度なひびわれおよび重度な漏水・遊離石灰が見られる場合は，下図に示す

様に記録する。

図 2.3.9 損傷位置の記録例（橋長 15ｍ未満）

・ 下部工（橋台・橋脚または側壁・底版）の材料に鋼部材がない場合は，有無にマークをしな

い。同様にコンクリート部材がない場合も有無にマークをしない。また，基礎が確認できな

い場合は，有無にマークをしない。

◇上下部工以外における記入例（橋長 15ｍ以上，15ｍ未満共通）

橋梁本体の健全性に影響を及ぼす３部材（主構，床版，下部工）以外については，点検結果記入

シートに記載されている状況の有無を記録する。

図 2.3.10 損傷状況の記録例（橋長 15ｍ以上，15ｍ未満共通）

【緊急的な対策が必要と判断される損傷が確認された場合】

緊急的な対策が必要と判断される損傷については，所見，処方，対策（応急措置）案等を「特記すべき事

項」欄に記載する。（5.2 緊急的な対策が必要と判断される損傷 参照）

「損傷評価標準」のコ
メントや事例写真を基
にして現場損傷状況が
《重度》と判断される場
合，"有り"の欄にマーク
する。

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

又は側壁・底版(BOX)

橋台・橋脚、

コンクリートに剥離・鉄筋露出《重度》がある。

著しい洗堀により基礎が剥き出しになっている。

コンクリートにひびわれ《重度》がある。

コンクリートに漏水・遊離石灰《重度》がある。

鋼部材に腐食《重度》がある。

有　無

損　傷　状　況
有り

部　　材
無し

レ

レ

レ

レ

記載されている状態に該当す

る場合に"有り"にマークする

部材がない場合や点検が不可

能な場合は有無にマークしない

支承部 車両走行時に異常な音がする。 □ □
激しく腐食している。部品が脱落している。ゴムが損傷・硬化・脱落している。 □ □
土砂や水がたまっている。 □ □
モルタルやひびわれ、部分的に欠損している。 □ □

沓座・モルタル

支承本体

有　無

工種 損　傷　状　況
有り

部　　材
無し

レ

レ

レ
レ
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◇緊急を要する損傷の記録

【橋長 15ｍ以上】

【橋長 15ｍ未満】

◇特記事項への記録

『特記すべき事項、気がついた点など』の欄には，損傷に対する詳細な記録や補修，補強工事が実施

済みであること，桁下への侵入について，緊急を要する損傷がある場合はその状況等を記録する。

記録例

  伸縮装置が壊れているのは，Ａ１橋台側だけである。

  主桁は鋼板接着工法により補強されている。

桁下へは上流側に設置されている階段より進入可能である。

  桁下へのアプローチ手段がないため，桁下からの点検は不可能である。

  干潮時の点検が望ましい。

上部工に著しいたわみが見られる。

地覆，高欄，床版等からコンクリート塊が落下し，路下の通行人，通行車両に危害を与える恐

れが高い場合。

等

上下部工，路上・路面，支承においてマークが可能な欄以外に橋梁構造の安全性が著しく損

なわれている，または通行車両，通行人の交通障害や第三者等への被害の恐れが懸念され，緊

急に対策することが必要な状態が見られた場合は，"有り"にマークする。また，その内容を『特

記すべき事項、気がついた点など』の欄に記録する。

図 2.3.11 損傷状況の記録例（15ｍ未満）

『その他緊急を要する損傷など』の欄には，上下部工，路上・路面，支承，基礎においてマーク

が可能な欄以外に橋梁構造の安全性が著しく損なわれている，または通行車両，通行人の交通障害

や第三者等への被害の恐れが懸念され，緊急に対策することが必要な状態について記録する。

記録例

鋼桁に亀裂や破断が見られる。

下部工が沈下している。

上部工に著しいたわみが見られる。

地覆，高欄，床版等からコンクリート塊が落下し，路下の通行人，通行車両に危害を与える恐

れが高い場合。

床版の著しい損傷により，路面の陥没の恐れがある場合。

親柱の化粧板が剥離し，路下の通行人に危害を与える恐れがある。 等

道路利用者の通行に危険と思われる箇所がある。 □ □その他

工種 部　　材 損　傷　状　況

有　無

有り 無し

レ
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4 健全度の算出

【解説】

健全度は，健全性を表す総合的な評価点であり，点検結果（損傷等級）を基にして算出する。

全く損傷がなく健全な状態を《健全度＝１００》とし，損傷等級から算出される損傷評価点の合算値

を１００から減点したものを対象となる部材の健全度とする。

すなわち， 健全度〔ＨＩ〕 ＝ １００ － Σ損傷評価点〔ＤＧ〕 とする。

ＨＩ：Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｄｅｘ ， ＤＧ：Ｄａｍａｇｅ Ｇｒａｄｅ

① 点検Ａで記録されない部材については，関連する主要な部材と同等の損傷状況と考える。

「上部工－床版・主構以外」 → 「上部工－主構」と同等と評価

② 損傷の状況は，以下に示す手順で変換する。

〔損傷状態の変換〕

「良好」         → 損傷等級Ａ

「良好」と「軽度」の中間 → 損傷等級Ｂ

「軽度」       → 損傷等級Ｃ

「軽度」と「重度」の中間 → 損傷等級Ｄ

「重度」         → 損傷等級Ｅ

〔発生比率の変換〕

「部分的」な損傷がない場合 → 「全体的」を 100％と考える

「部分的」な損傷がある場合 → 記録された発生位置１箇所当りの比率を 10％と考え，「全

体的」および「部分的」の比率を計算する

橋長 15ｍ以上の橋梁については損傷状況の記録を基にして部材単位及び径間単位の健全度を算出

するとともに，健全度に応じた標準補修工事費を算出するものとする。
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   〔健全度の算出例〕

  ●「主構－鋼－腐食」の場合

    部分的に「軽度」な損傷が発生（２箇所） → 損傷等級Ｃ；10％×2＝20％

    全体的には「良好」           → 損傷等級Ａ；100％－20％＝80％

図 2.4.1 損傷状況の変換例（15ｍ未満）

③主要な損傷の発生状況を基に，関連する他の損傷の有無や程度を推定する。

鋼部材に「腐食」が発生している場合 → 「防食機能の劣化」が同時に発生していると評価
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表 2.4.1 点検Ｂ結果への変換方法
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5 点検結果の記録

5.1 橋梁点検支援システムへの登録

【解説】

点検結果の記録および調書の作成は，システムを使用して行うものとする。

データベースは各橋毎の点検履歴を保管する目的の他に，特定の条件での検索機能，維持管理計画策

定に使用する健全度等の情報の出力などを目的とする。

図 2.5.1 点検記録の流れ

長崎県橋梁
維持管理システム

帳票
・記入シートの出力

出力

出力

入力

帳票
・橋梁基本台帳
・橋梁一般図
・点検総括票
・損傷図
・点検調査票
・損傷写真台帳
・点検表記録様式

報告書

点検実施
・損傷箇所の確認
・記入シートへの損傷記録

点検結果整理

点検野帳

橋梁基本データ

ﾌｧｲﾙ電子    

点検

データベース

台帳・
図面等

入力

長崎県橋梁
維持管理システム

帳票類

記入
シート

点検結果は定められた調書に記録するとともにデータベースに登録するものとする。
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6 緊急的な対策が必要と判断される損傷

【解説】

部材の重要性や損傷の進行状況など，橋梁の機能に影響を与える要因の状況を総合的に判断し，橋梁

構造の安全性が著しく損なわれている，または通行車両，通行人の交通障害や第三者等への被害の恐れ

が懸念され，緊急に対策することが必要な状態（国土交通省の「道路橋定期点検要領（H31.2）」にお

ける判定区分Ⅳに相当する損傷）について，点検調書の「特記すべき事項」に記入する。

なお，重大な損傷の事例を以下に参考として示す。

重大な損傷の事例

・上部工，下部工の著しい損傷などにより，落橋の恐れがある場合

・高欄や防護柵等の部材の欠損や脱落により，通行人や通行車両が路外へ転落する恐れがある場合

・伸縮装置の著しい変形により通行車両がパンク等により運転を誤る恐れがある場合

・伸縮装置の欠損，舗装の著しい凹凸により通行車両がハンドルを取られる恐れがある場合

・地覆，高欄，床版等からコンクリート塊が落下し，路下の通行人，通行車両に危害を与える恐れが

高い場合

・床版の著しい損傷により，路面の陥没の恐れがある場合

・桁あるいは点検路等から異常音や異常振動が発生しており，周辺住民に悪影響を与えていると考え

られる場合

緊急的な対策が必要と判断される損傷については，所見，処方，対策（応急措置）案等を

「特記すべき事項」欄に登録する。
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6.1 溝橋の取り扱い

【解説】

ここで説明する溝橋とは下記の条件に当てはまるものをさす。

・鉄筋コンクリートからなる剛体ボックス構造で，かつ，ボックス構造内に支承や継手がなく，

かつ全面が土に囲まれているもの

・第三者がその内空に入る恐れがないとみなせる共用環境であるもの

溝橋と一般橋梁では構成部材の呼称等が違うことから，一般橋梁の点検部材に置き換えて点検を実施

し健全度の判定を行う。

(1) 溝橋の部位・部材

溝橋の標準的な部位・部材名称を下記に示す。

図 2.6.1 溝橋の部材名称

図 2.6.2 ２連の溝橋の部材名称

溝橋は，標準的な部材を一般橋梁の点検部材に置き換え，点検結果を記録する。
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(2) 標準部材の置き換え

溝橋の標準部材は表2.5.1に示す一般橋梁の点検部材に置き換えて点検結果の記録を行うもの

とする。

表 2.6.1 点検部材の置き換え

工種 点検Ａでの点検部材 溝橋の点検部材

上部工
床版 頂版

主構 ─

下部工
躯体 側壁，隔壁

基礎 底版

支承部

支承本体 ─

沓座モルタル・

台座コンクリート
─

路上
高欄・防護柵 高欄，防護柵

照明・標識施設 照明，標識施設

路面

舗装 舗装

伸縮装置 ─

排水装置 ─

(3) 点検時の留意点

健全性の診断を行うために必要に応じて，打音，触診，その他非破壊検査，試掘等必要な調査

を行う。

内空でのコンクリート片の落下が第三者被害につながらないと判断してよいものが想定され

ていることから，この観点についてであれば内空面での打音・触診の実施の必要はない。ただし，

目視によりうき，剥離，またはこれらが疑われる変状が確認された場合には，これを取り除いて

内部の状態を把握することを検討する。
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6.2 横断歩道橋の取り扱い

【解説】

横断歩道橋と一般橋梁では構成部材の呼称等が違うことから，一般橋梁の点検部材に置き換えて点検

を実施し健全度の判定を行う。

(1) 横断歩道橋の部位・部材

  横断歩道橋の標準的な部位・部材は以下の①～⑥に区分される。

① 通路  【主桁，添接板，垂直補剛材，横桁，鋼床版，デッキプレート，地覆，連結部】

    ② 階段  【主桁，踏み板，蹴上げ，地覆，橋台】

    ③ 橋脚  【鋼製柱，支承，落橋防止構造，根巻きコンクリート】

    ④ 排水装置【排水ます，排水受け，排水管，排水樋】

    ⑤ 橋面  【舗装，高欄・防護柵，手すり，目隠し板，袖隠し板】

    ⑥ その他 【照明，道路施設，化粧板】

図 2.6.3 横断歩道橋の部位区分と径間番号の例

第3径間

A1橋台

A2橋台
A3橋台

P1橋脚

P2橋脚

P3橋脚

第
5
径
間

第
4
径
間

①

②

③ ③

④

④

※径間番号は、道路終点方向に向かって左側（下り線）を A1 橋台として設定する。

横断歩道橋は，標準的な部材を一般橋梁の点検部材に置き換え，点検結果を記録する。
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(2) 標準部材の置き換え

横断歩道橋の標準部材は表 2.5.2 に示す一般橋梁の点検部材に置き換えて点検結果の記録を行

うものとする。

表に記載のない落橋防止システム，遮音施設（目隠し板，袖隠し板），地覆，化粧板などの部材

については，記入シートの【特記すべき事項、気がついた点など】の欄に記録を行うものとする。

表 2.6.2 点検部材の置き換え

工種 点検Ａでの点検部材 溝橋の点検部材

上部工

床版 鋼床版，デッキプレート，踏板，蹴上げ

主構 主桁，添接板，垂直補剛材，階段桁，連結部

床版・主構以外
主要な部材 横桁，縦リブ

主要でない部材 横構

下部工
躯体 橋台，橋脚，根巻きコンクリート

基礎 ─

支承部
支承本体 支承本体

沓座モルタル・台座コンクリート ─

路上
高欄・防護柵 高欄，手すり，落下物防止柵

照明・標識施設 照明，標識施設，信号

路面

舗装 舗装

伸縮装置 ─

排水装置 排水ます，排水樋，排水管

(3) 点検時の留意点

横断歩道橋の点検においては第三者被害が想定される部材の損傷状態は必ず確認（目視・叩き）

し，落下等の危険性について記載を残すものとする。また，利用者や近隣住民からの苦情（塗膜劣

化による景観性の低下，踏み板のずれ，蹴上げ面の劣化等）の有無について点検前に発注者に確認

し，苦情が寄せられている場合は損傷状況について記録を残すものとする。

【第三者被害が想定される部材】

標識，照明柱・受け台，落下物防止柵，化粧板，支持金具の腐食・設置状態およびボルトのゆ

るみについては詳細に確認する。また，その他部材についても第三者被害が想定される場合は十

分な確認が必要である。



31

※国土交通省の「横断歩道橋定期点検要領 H31.2」より抜粋

①通路：デッキプレート形式

①通路：鋼床版形式

①通路：連結部

（桁下面）            （断面）

（桁下面）                  （断面）
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②階段

③橋脚

③橋脚：支承・落橋防止

※ラーメン構造の場合を除く
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④排水装置

⑤橋面
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⑤橋面

⑥その他
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7 健全性の判定

点検により確認された変状・異常の程度から，健全性の判定を行う。

【解説】

点検結果から算出される部材健全度により橋梁を大別する。その後，損傷写真を基に損傷状況を判断

し，図 2.6.1 の区分の「Ⅰ～Ⅳ」に分類する。

図 2.7.1 健全性の判定フロー

【参考】

点検した橋梁について国土交通省の「橋梁定期点検要領（H31.3）」に定められている下表の判定区

分を行う。

健全性の判定は損傷の進行性の有無，予防保全の段階かの判断，架橋位置・条件を加味して判断を行

うものとする。判断に窮する損傷の場合は道路維持課と協議を行うものとする。

表 2.7.1 判定区分

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に
措置を講ずることが望ましい状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている，又は生じる可能
性が著しく高く，緊急に措置を講ずべき状態

点検結果の収集

部材の健全度
80超

部材の健全度
40超80以下

部材の健全度
40以下

主構の健全度30以下
または

橋梁全体の健全度0

健全度の算出

健全度に
よる分類

当面修繕は
必要ない

予防的な修繕が
必要

早期の修繕が
必要

架替え検討が
必要

Ⅰ判定区分 
健全

Ⅱ判定区分 
予防保全段階

Ⅲ判定区分 
早期措置段階

Ⅳ判定区分 
緊急措置段階

健全性の診断

橋長

Ｌ ｍ ≧15 

Ｌ＜ ｍ  15 
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8 損傷事例集

8.1 損傷の種類

本マニュアル（案）に従って部材単位での健全性の診断を行う場合の参考となるよう，典型的な変状

例に対して，判定にあたって考慮すべき事項の例を示す。

各部材の状態の判定は，定量的に判断することは困難であり，また橋の構造形式や架橋条件によって

も異なるため，実際の定期点検においては，対象の橋の条件を考慮して適切な区分に判定する必要があ

る。

参考事例に示す変状の種類は下表のとおりである。

表 2.7.1 変状の種類

材 料 損傷の種類

鋼

01 腐食

02 亀裂

04 破断

コンクリート

06

(11)

ひびわれ

(床版ひびわれ)
07 剥離・鉄筋露出

08 漏水・遊離石灰

また，「特定の条件を満足する溝橋の定期点検に関する参考資料 H31.2」，「引張材を有する道路橋

の損傷例と定期点検に関する参考資料 H31.2」，「水中部の状態把握に関する参考資料 H31.2」の例も

示すため，合わせて参考とされたい。
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8.2 損傷の事例その１

①腐食

鋼部材の損傷 ①腐食 １／３

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。
（予防保全段階）

例
母材の板厚減少はほとんど生じていない
ものの，広範囲に防食被膜の劣化が進行
しつつあり，放置すると全体に深刻な腐
食が広がると見込まれる場合

例
桁全体の耐荷力への影響は少ないもの
の，局部で著しい腐食が進行しつつあり，
放置すると影響の拡大が確実と見込まれ
る場合

例
耐候性鋼材で，主部材に顕著な板厚減少
は生じていないものの，明らかな異常腐
食の発生がみられ，放置しても改善が見
込めない場合

例
塗装部材で，主部材に顕著な板厚減少に
は至っていないものの，放置すると漏水
等による急速な劣化や腐食の拡大の可能
性がある場合

備考
■腐食環境（塩分の影響の有無，雨水の滞留や漏水の影響の有無，高湿度状態の頻度
など）によって，腐食速度は大きく異なることを考慮しなければならない。
■次回定期点検までに予防保全的措置を行うことが明らかに合理的となる場合が該
当する。
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鋼部材の損傷 ①腐食 ２／３

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講ずるべき状
態。
（早期措置段階）

例
広がりのある顕著な腐食が生じており，
局部的に明らかな板厚減少が確認でき，
断面欠損に至ると構造安全性が損なわれ
る可能性がある場合

例
支承部や支点部の主桁に，板厚減少を伴
う著しい腐食がある場合

例
耐候性鋼材で，明らかな異常腐食が生じ
ており，広がりのある板厚減少が生じて
いる場合

例
漏水や滞水によって，主部材の広範囲に
著しい腐食が広がっている場合

備考
■腐食の場合，広範囲に一定以上の板厚減少が生じたり，局部的であっても主部材の
重要な箇所で断面欠損が生じると部材の耐荷力が低下していることがある。
■桁内や箱断面部材の内部に漏水や滞水を生じると，広範囲に著しい腐食が生じるこ
とがあり，特に凍結防止剤を含む侵入水は腐食を著しく促進する。
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鋼部材の損傷 ①腐食 ３／３

判定区分 Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている，または生じる可能性が著しく高く，緊
急に措置を講ずべき状態。
（緊急措置段階）

例
ゲルバー桁の受け梁など，構造上重要な
位置に腐食による明らかな断面欠損が生
じている場合

例
トラス橋やアーチ橋で，その斜材・支柱・
吊材，弦材などの，主部材に明らかな断
面欠損や著しい板厚減少がある場合
（大型車の輪荷重の影響によっても突然
破断することがある）

例
主部材の広範囲に著しい板厚減少が生じ
ている場合

（所要の耐荷力が既に失われていること
がある）

例
支点部などの応力集中部位で明らかな断
面欠損が生じている場合
（地震などの大きな外力によって崩壊す
る可能性がある）

備考
■腐食の場合，板厚減少や断面欠損の状況によっては，既に耐荷力が低下しており，
大型車の輪荷重の通行，地震等の大きな外力の作用に対して，所要の性能が発揮でき
ない状態となっていることがある。
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②亀裂

鋼部材の損傷 ②亀裂 １／１

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。
（予防保全段階）

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講ずるべき状
態。
（早期措置段階）

判定区分 Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている，または生じる可能性が著しく高く，緊
急に措置を講ずべき状態。
（緊急措置段階）

Ⅱ

例
進展しても主部材が直ちに破断す
る可能性は少ないものの，今後も
進展する可能性が高いと見込まれ
る場合

Ⅲ

例
明らかな亀裂が鋼床版のデッキプ
レートに伸びており，さらに進展
すると路面陥没や舗装の損傷につ
ながることが見込まれる場合

Ⅳ

例
大きさに関係なく，アーチ橋やト
ラス橋の支柱・吊材・弦材などに
明らかな亀裂がある場合

備考

Ⅱ ■亀裂の発生部位によって胃は，直ちに主部材に進展して橋が危険な状態になる
可能性は高くないと考えられる場合がある。しかし確実に亀裂の進展が見込ま
れる場合には，亀裂が拡大すると補修が困難になったり大掛かりになることも
考えられる。

Ⅲ ■亀裂は，突然大きく進展することがあり，また連続している部位のどこに進展
するのかは予測できないのが通常であり，主部材に発生している場合や，主部
材に進展する恐れのある場合には，早期に対策を実施する必要がある。

Ⅳ ■応力の繰り返しを受ける部位の亀裂では，その大小や向きによって進展性（進
展時期や進展の程度）を予測することは困難であり，主部材の性能に深刻な影
響が生じている場合には，直ちに通行制限や亀裂進展時の事故防止対策などの
緊急的な対応を行うべきと判断できることがある。
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③破断

鋼部材の損傷 ③破断 １／１

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。
（予防保全段階）

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講ずるべき状
態。
（早期措置段階）

判定区分 Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている，または生じる可能性が著しく高く，緊
急に措置を講ずべき状態。
（緊急措置段階）

Ⅱ

例
上沓ストッパーに破断が生じてい
る。地震などの大きな外力に対し
ては構造安全性が損なわれる可能
性がある場合。

Ⅲ

例
排水菅に生じた著しい腐食が原因
となり一部に破断が生じている場
合

Ⅳ

例
トラス橋の斜材など，主要部材が
破断しており，落橋に至る恐れが
ある場合

例
ＰＣ鋼材に破断が生じ突出した例
（他のＰＣ鋼材の劣化や桁内への
雨水の浸入による部材の劣化が疑
われる場合がある）

備考

■主部材以外の部材が破断している場合，通常の供用状態に対して構造安全性が大き
く損なわれていなくても，地震等の大きな外力に対する橋の安全性が低下している可
能性があることに注意が必要である。

■主部材の破断は，部位に限らず構造安全性に深刻な影響を与えていることが一般的
である。

■既に抜け出しが見られる場合には，他のＰＣ鋼材の突出による第三者被害，また，
定期点検作業中の被害にも注意する必要がある。
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④ひびわれ

コンクリート部材の損傷 ④ひびわれ １／３

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。
（予防保全段階）

例
近接目視で容易に視認できるひびわれが
あるものの，進展する可能性が低いと考
えられる場合
・応力の繰り返し変動がないか，小さい

位置
・雨水の浸入による内部鋼材の腐食に至

る可能性がないか，低いと考えられる
位置・性状

例
目視で容易に視認できる顕著なひびわれ
があり，放置すると雨水が内部へ侵入し，
確実に劣化が進展することが見込まれる
場合

例
近接目視で容易に視認できるひびわれが
あり，ボックスカルバートの継目から放
置すると雨水が内部へ侵入し，確実に劣
化が進展することが見込まれる場合

例
近接目視で容易に視認できるひびわれが
あるものの，過年度の結果と比べ進展し
ていないことが判断できる場合
・過年度の点検結果と比較し，幅に変化

が認められない場合

備考
■ひびわれの進展によって，耐荷力に重大な影響を及ぼす可能性がある部位に発生し
ている場合は，進展性について慎重に判断しなければならない。（例えば，張り出し
部材の付け根，せん断ひびわれ，部材貫通の疑い）
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コンクリート部材の損傷 ④ひびわれ ２／３

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講ずるべき状
態。
（早期措置段階）

例
桁に多数のひびわれが生じており，遊離
石灰が生じている場合
（漏水が視認できる顕著なひびわれがあ
る場合には，上側からの桁内への雨水の
浸入も疑われる）

例
顕著な遊離石灰などがないものの，不規
則なひびわれが二方向に生じている場合
（骨材のポップアウトなどが見られる場
合には，アルカリ骨材反応を生じている
ことも疑われる）

例
近接目視で容易に視認できるひびわれが
あり，内部の鉄筋やＰＣ鋼材の腐食が疑
われる場合

例
近接目視で容易に視認できるひびわれが
あり，幅が２ｍｍを超える場合

備考
■ひびわれの発生位置やひびわれ種類によっては，耐荷力に重大な影響を及ぼす可能
性があるため，詳細な状態の把握またはⅣと評価しなければならない。例えば，張り
出し部材の付け根，せん断ひびわれ，部材貫通の疑い）
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コンクリート部材の損傷 ④ひびわれ ３／３

判定区分 Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている，または生じる可能性が著しく高く，緊
急に措置を講ずべき状態。
（緊急措置段階）

例
下部工に顕著なひびわれが生じており，
進展すると落橋する可能性も疑われる場
合

例
過去に修復・補強した部位からひびわれ
が生じており，原因の究明が必要と考え
られる場合
（再劣化によるひびわれでは，変状の全
貌が外観目視では判断できないことが多
く，内部で劣化が進行している場合，危
険な状態となっていることがある）

例
主桁の支点部近傍に顕著なひびわれが生
じており，支承部としての機能も著しく
低下している場合

例
主部材に多数のひびわれが生じており，
各所で内部鋼材の破断が生じていると考
えられる場合

備考
■ひびわれの原因や部材への影響が容易に判断できない場合には，詳細な状態の把握
を行う必要がある。
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⑤床版ひびわれ

コンクリート部材の損傷 ⑤床版ひびわれ １／３

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。
（予防保全段階）

例
顕著な漏水はないものの，床版全体に広
く格子状のひびわれが発達している場合

例
ひびわれは比較的少ないものの，明らか
な貫通ひびわれ（漏水・石灰分の析出）
がある場合

例
床版内部への雨水の浸入が顕著に生じて
おり，放置すると急速に劣化が進むと見
込まれる場合

例
ひびわれが比較的少ないものの，明らか
な貫通ひびわれ（漏水・石灰分の析出）
がある場合

備考
■床版に貫通ひびわれが生じている場合，放置すると急速に劣化が進行する可能性が
高い。また雨水の浸入は床版の劣化を著しく促進する。
■うきや剥離があると，コンクリート片が落下する危険性がある。
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コンクリート部材の損傷 ⑤床版ひびわれ ２／３

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講ずるべき状
態。
（早期措置段階）

例
漏水を伴う密に発生した格子状のひびわ
れが生じている場合
あるいは，床版下面に広く湿ったひびわ
れ集中箇所がある場合

例
漏水を伴う密に発生した格子状のひびわ
れが生じている場合
あるいは，床版下面に広く湿ったひびわ
れ集中箇所がある場合

例
床版内部に雨水が侵入し，広く鉄筋の腐
食が進んでいる場合

例
間詰め部に顕著なひびわれが生じている
場合
（間詰部が脱落することがある）

備考
■床版に広くひびわれが発生したり，雨水の浸入により鉄筋の腐食が進むと広範囲に
床版コンクリートが脱落したり，輪荷重によって抜け落ちを生じることがある。
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コンクリート部材の損傷 ⑤床版ひびわれ ３／３

判定区分 Ⅳ
構造物の機能に支障が生じている，または生じる可能性が著しく高く，緊
急に措置を講ずべき状態。
（緊急措置段階）

例
床版コンクリートがある範囲で一体性を
失っている場合
（輪荷重などの作用で，容易に抜け落ち
る状態）

例
顕著な漏水を伴うひびわれがあり，床版
下面に明らかなうきや剥離が生じている
場合

例
顕著な漏水を伴う格子状のひびわれが密
に発達している場合

例
床版下面の一部で石灰分の抽出した白い
ひびわれの発達と浸潤による変色が広が
っている場合
（直上の舗装に陥没やセメント分の噴出
痕が見られる場合には，床版上面が土砂
化している可能性が高い）

備考
■床版内部に広く雨水の浸入がある場合，床版コンクリートの劣化により突然の抜け
落ち事故に至ることがある。
■舗装の陥没やセメント分の噴出痕が見られる場合，床版が上面から土砂化するなど
著しく劣化していることがあり，判断が困難な場合は，詳細な状態の把握を行う必要
がある。
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⑥剥離・鉄筋露出

コンクリート部材の損傷 ⑥剥離・鉄筋露出 １／２

判定区分 Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。
（予防保全段階）

例
コンクリート部材にうきや剥離がある場
合
（コンクリート片が落下することがあ
る）

例
コンクリート部材に剥離・鉄筋露出があ
る場合
（内部で鋼材の腐食が進行している場合
がある）

備考
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コンクリート部材の損傷 ⑥剥離・鉄筋露出 １／２

判定区分 Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に措置を講ずるべき状
態。
（早期措置段階）

例
コンクリート部材にうきや剥離がある場
合
（内部で鋼材の腐食が進行している場合
がある）

例
コンクリート部材に剥離・鉄筋露出があ
る場合
（内部で鋼材の腐食が進行している場合
がある）

例
コンクリート部材に剥離・鉄筋露出があ
る場合
（漏水もあることから，内部での鋼材の
腐食が進行していることが考えらえる）

備考
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⑦漏水・遊離石灰

コンクリート部材の損傷 ⑦漏水・遊離石灰 １／１

一般的性状
コンクリート部材の継目などから，水や石灰分の滲出や漏出が生じている
状態。（ひびわれを伴う場合，ひびわれでも評価する）

例
床版から漏水が生じている状態
（貫通ひびわれなどがあり，同じ個所か
ら漏水が継続する場合，極的劣化が顕在
化することがある）

例
部材同士の境界部から漏水が生じている
状態
（間詰部が劣化していたり，部材内部に
雨水が侵入し，部材が劣化していること
がある。境界部を横断する横締め鋼材の
腐食が生じていることがある）

例
プレキャスト部材の継目部から漏水と遊
離石灰の析出が生じている状態
（部材間のＰＣ鋼材や鉄筋が腐食した
り，鋼材に沿って部材内部に腐食が広が
ることがある）

備考
■コンクリートに埋め込まれた部分で鋼材の腐食が疑われる場合には，打音検査やコ
ンクリートの一部をはつるなどで除去し，コンクリート内部の状態を確認するのがよ
い。
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8.3 損傷の事例その２

※国土交通省の「特定の条件を満足する溝橋の定期点検に関する参考資料 H31.2」より抜粋

ひびわれ
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床版ひびわれ
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不同沈下
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吸い出し
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舗装の異常
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8.4 損傷の事例その３

※国土交通省の「引張材を有する道路橋の損傷例と定期点検に関する参考資料 H31.2」より抜粋
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8.5 損傷の事例その４

※国土交通省の「水中部の状態把握に関する参考資料 H31.2」より抜粋

洗掘
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腐食
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改訂履歴

090326   5.点検結果の記録 の記述を変更

150331   ①2.点検の内容 のなかで準拠する橋梁定期点検要領が「H16.3」→「H26.6」に変更

      ②表 3.2.1 のなかで

       ・材料－コンクリート の「10：コンクリート補強材の損傷」の削除

       ・材料－共通 の「10：補修・補強材の損傷」の追加

      ③2.1 損傷の種類 の【解説】のなかで

        ①損傷種類の集約

         ゆるみ，脱落→「ボルトのゆるみ・脱落」を削除

        ②損傷名称の変更

         鋼板接着部の損傷 → 「コンクリート補強材の損傷」「補修・補強材の損傷」に

変更（以下「ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材の損傷」は「補修材・補強材の損傷」）

      ④表 3.2.3 のなかで

        ・上部工－床版，主構－鋼 の損傷種類のなかで

         「10：補修・補強材の損傷」，「20：漏水・滞水」を追加

        ・上部工－床版，主構－ｺﾝｸﾘｰﾄ の損傷種類のなかで

         「10：ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材の損傷」→「10：補修・補強材の損傷」に変更

         「20：漏水・滞水」の追加

        ・上部工－床版・主構以外－主要な部材，主要でない部材－鋼

         「10：補修・補強材の損傷」，「20：漏水・滞水」，「22：異常なたわみ」を追加

        ・上部工－床版・主構以外－主要な部材，主要でない部材－ｺﾝｸﾘｰﾄ

         「10：ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材の損傷」→「10：補修・補強材の損傷」に変更

        ・下部工－躯体－鋼，ｺﾝｸﾘｰﾄ

         「10：補修材・補強材の損傷」の追加

        ・下部工－基礎

         材料に鋼を追加

         損傷種類の追加

         「01：腐食」「02：亀裂」「05：防食機能の劣化」「25：沈下・移動・傾斜」

「26：洗掘」

        ・下部工－基礎－ｺﾝｸﾘｰﾄ

         損傷種類の追加

         「06：ひびわれ」「07：剥離・鉄筋露出」「25：沈下・移動・傾斜」「26：洗掘」
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        ・支承部－支承本体－鋼

         損傷種類の追加

         「13：遊間の異常」

        ・支承部－ 沓座 → 沓座モルタル，台座ｺﾝｸﾘｰﾄ－ｺﾝｸﾘｰﾄ

         損傷種類の追加

         「07：剥離・鉄筋露出」「20：漏水・滞水」

        ・支承部－落橋防止－鋼

         損傷種類の追加

         「13：遊間の異常」「21：異常な音・振動」

        ・支承部－落橋防止－ｺﾝｸﾘｰﾄ

         損傷種類の追加

         「24：土砂詰り」

        ・路上－高欄，防護柵－鋼，ｺﾝｸﾘｰﾄ

         損傷種類の追加

         「10：補修・補強材の損傷」

        ・路面－地覆－鋼，ｺﾝｸﾘｰﾄ

         損傷種類の追加

         「10：補修・補強材の損傷」

「4.診断」の章を削除し、「4.健全度の算出要領」を追記

            5.点検結果の記録に「5.2 緊急を要する損傷が確認された場合」の記録方法を追記

すべての共通項目 概略点検→点検Ａ  詳細点検→点検Ｂに変更

      「5.3 横断歩道橋の取り扱い」を追記

200331    「点検Ｂ」は橋梁定期点検要領に準拠していることを明示

・点検作業のフロー図を現状に合わせて修正

・溝橋の取り扱いについての説明を追加

・長崎県の損傷事例を使用した判定例を追加

・写真撮影方法の追加
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第３編 点検Ｂ
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1 点検作業の流れ

点検は下図の流れに従い実施することを基本とする。

図 3.1.1 点検作業の流れ

【解説】

点検作業の流れ図は，点検業務の標準的な進め方を示したものである。

点検業務には，損傷の程度を把握する「点検作業」のみならず，点検結果を受けて当該橋梁の今後

の対応・措置を示す「診断作業」も含まれるものとする。

ＳＴＡＲＴ

準備

目視

損傷状況の
判断・記録

所見・処方を
判断・記録

報告書作成

点検

診断

補修・補強
設計

緊急対策の
必要性

あり

補修・補強の
必要性

あり

なし

なし

ＥＮＤ

健全度算出

標準補修工事費算出
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2 点検の内容

2.1 点検作業の流れ

損傷の種類は，国土交通省の「橋梁定期点検要領（案）H31.3」に準拠し，下表の 26種類とする。

表 3.2.1 損傷の種類

材 料 損傷の種類 材 料 損傷の種類

鋼

01 腐食

その他

13 遊間の異常

02 亀裂 14 路面の凹凸

03 ゆるみ・脱落 15 舗装の異常

04 破断 16 支承部の機能障害

05 防食機能の劣化 17 その他

コンクリート

06 ひびわれ

共通

10 補修・補強材の損傷

07 剥離・鉄筋露出 18 定着部の異常

08 漏水・遊離石灰 19 変色・劣化

09 抜け落ち 20 漏水・滞水

11 床版ひびわれ 21 異常な音・振動

12 うき 23 変形・欠損

24 土砂詰り

25 沈下・移動・傾斜

26 洗掘

【解説】

損傷の種類は，本マニュアル(案)においては国土交通省の「橋梁定期点検要領（H31.3）」と同じ

とする。
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2.2 点検対象

点検Ｂにおいて対象とする部材は，表 3.2.2 を標準とする。

表 3.2.2 定期点検が対象とする部材

工種 部材 備考

上部工

床版 床版，桁間の間詰め

主構
主桁，主構（上・下弦材，斜材，垂直材，

ｱｰﾁﾘﾌﾞ，補剛桁，吊材，支柱など）

床版・主構以外
主要な部材 縦桁，床桁，横桁，対傾構

主要でない部材 横構

下部工
躯体

基礎

支承部

本体

沓座 沓座ﾓﾙﾀﾙ，台座ｺﾝｸﾘｰﾄ

落橋防止システム

路上

高欄，防護柵

遮音施設

照明，標識施設

路面

地覆 地覆，中央分離帯，縁石

舗装

伸縮装置

その他

排水施設

点検施設

添架物

袖擁壁

【解説】

部材の構造的な役割ごとに部材区分する考え方もあるが，本マニュアル（案）では，補修・補強を

実施する優先順位の計画など各種マネジメントに利用することを主眼に置き，健全性や耐荷力・耐久

性に及ぼす影響の違いという観点から点検対象部材を分類した。
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2.3 点検項目

点検において確認すべき損傷種類は，表 3.2.3 を標準とする。

表 3.2.3 確認すべき損傷種類

工種 部材 材料 損傷種類

上部工

床版

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

10:補修・補強材の損傷

17:その他

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

09:抜け落ち

10:補修・補強材の損傷

11:床版ひびわれ

12:うき

17:その他

18 定着部の異常

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

主構

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

10:補修・補強材の損傷

13:遊間の異常

17:その他

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

22:異常なたわみ

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

10:補修・補強材の損傷

12:うき

13:遊間の異常

17:その他

18 定着部の異常

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

22:異常なたわみ

23:変形・欠損

床版・主構

以外

主要な部材

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

10:補修・補強材の損傷

17:その他

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

22:異常なたわみ

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

10:補修・補強材の損傷

12:うき

17:その他

18 定着部の異常

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

22:異常なたわみ

23:変形・欠損

主要でない

部材

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

10:補修・補強材の損傷

17:その他

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

22:異常なたわみ

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

10:補修・補強材の損傷

12:うき

17:その他

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

22:異常なたわみ

23:変形・欠損
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工種 部材 材料 損傷種類

下部工

躯体

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

10:補修・補強材の損傷

17:その他

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

10:補修・補強材の損傷

12:うき

17:その他

18 定着部の異常

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

23:変形・欠損

基礎

鋼

01:腐食

02:亀裂

05:防食機能の劣化

25:沈下・移動・傾斜

26:洗掘

ｺﾝｸﾘｰﾄ
06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

25:沈下・移動・傾斜

26:洗掘

支承部

支承本体

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

13:遊間の異常

16:支承部の機能障害

17:その他

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

23:変形・欠損

24:土砂詰り

25:沈下・移動・傾斜

ゴム

16:支承部の機能障害

17:その他

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

23:変形・欠損

24:土砂詰り

25:沈下・移動・傾斜

沓座モルタル

台座コンクリート
ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

12:うき

20:漏水・滞水

23:変形・欠損

落橋防止システム

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

13:遊間の異常

17:その他

21:異常な音・振動

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

12:うき

17:その他

23:変形・欠損

24:土砂詰り

路上

高欄，防護柵

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

10:補修・補強材の損傷

17:その他

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

10:補修・補強材の損傷

12:うき

17:その他

19:変色・劣化

23:変形・欠損

遮音施設 鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

17:その他

21:異常な音・振動

23:変形・欠損

照明，標識施設 鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

17:その他

21:異常な音・振動

23:変形・欠損



118

工種 部材 材料 損傷種類

路面

地覆

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

10:補修・補強材の損傷

17:その他

23:変形・欠損

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

10:補修・補強材の損傷

12:うき

17:その他

19:変色・劣化

23:変形・欠損

舗装
ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

14:路面の凹凸

15:舗装の異常

17:その他

20:漏水・滞水

24:土砂詰り

伸縮装置

鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

13:遊間の異常

14:路面の凹凸

17:その他

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

23:変形・欠損

24:土砂詰り

ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

12:うき

20:漏水・滞水

21:漏水・滞水

23:変形・欠損

24:土砂詰り

ゴム

13:遊間の異常

14:路面の凹凸

17:その他

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

21:異常な音・振動

23:変形・欠損

24:土砂詰り

その他

排水施設
鋼

その他

01:腐食

04:破断

05:防食機能の劣化

17:その他

19:変色・劣化

20:漏水・滞水

23:変形・欠損

24:土砂詰り

点検施設 鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

17:その他

21:異常な音・振動

22:異常なたわみ

23:変形・欠損

添架物 鋼

01:腐食

02:亀裂

03:ゆるみ・脱落

04:破断

05:防食機能の劣化

17:その他

21:異常な音・振動

22:異常なたわみ

23:変形・欠損

袖擁壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ

06:ひびわれ

07:剥離・鉄筋露出

08:漏水・遊離石灰

12:うき

17:その他

19:変色・劣化

23:変形・欠損

25:沈下・移動・傾斜

【解説】

点検は部材別に行うため，対象とする部材の材質を考えて，各部材で点検すべき項目（損傷の種類）

を選定した。

本マニュアル（案）では，溝橋（ボックスカルバート），Ｈ形鋼桁橋，ＲＣ床版橋の点検部位・部

材および損傷の種類については国土交通省の「橋梁定期点検要領 H31.3」に準拠せず，従来通りの部

位・部材および損傷の種類を点検するものとする。
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3 損傷の評価

3.1 基本的な考え方

【解説】

損傷の評価は，本マニュアル(案)では，国土交通省の「橋梁定期点検要領（H31.3）」同様損傷の

進行状況のみを単純に評価することとする。

3.2 損傷等級の標準

損傷の評価は，損傷の種類ごとに以下に示す５つの損傷等級に区分することを基本的とし，点検対

象とした径間毎の部材単位で，部材全体のひろがりを評価しやすい損傷種類に対しては，各区分の発

生割合を点検者の主観によって 10%単位で記録する。

部材全体へのひろがりが評価しにくい損傷種類に対しては，有無を記録する。

表 3.3.1 損傷等級区分

区分 概念 一般的状況

Ａ 〔良好〕 損傷が特に認められない

Ｂ 〔ほぼ良好〕 損傷が小さい

Ｃ 〔軽度〕 損傷がある

Ｄ 〔顕著〕 損傷が大きい

Ｅ 〔深刻〕 損傷が非常に大きい

【解説】

例えば，主桁の腐食に対する評価において「全体的には損傷等級がＢであるが，部分的に損傷等級

がＤの箇所がある」下図のような場合には，〔Ａ：0%，Ｂ：90%，Ｃ：0%，Ｄ：10%，Ｅ：0%〕と記録

する。

ただし，この割合は〔損傷要素数／総要素数〕を目安として点検者の主観によって判断するもので

あり，総部材数や損傷部材数を細かく求める必要はない。

           図 3.3.1 損傷等級の記録イメージ（主桁）

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｄ Ｂ Ｂ Ｂ

損傷の評価は，「付録－１ 損傷等級評価基準」および「付録－２ 耐候性鋼材の損傷評価

基準および補修要否判定」に基づき，損傷ごとの進行状況を判断する。
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【損傷等級の割合 算出例】

図 3.3.2 損傷図を基にいくつかの損傷等級の割合算出例を以下に示す。

前述したように，点検者の主観によって判断し，10%単位で算出を行う。また，点検の際に局部的

な損傷のみに捉われず，全体的な損傷等級の評価イメージも捉える必要がある。

損 傷 図

損傷の種類

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

損傷の種類

漏　　水

そ の 他

表　示 表　示

腐　　食

※記載上の留意点
　・部材、損傷の種類及び番号、損傷等級を明記し、写真を登録
　　するものについては写真番号を記載する。
　・損傷等級区分Ｂ以上を記載する。
　・全体的に見受けられる損傷は、損傷の種類および損傷等級を
　　コメントとして、記載する。
　・同じ部材、種類、等級は凡例で示す。

損傷の凡例

下　面

P 6 P 7

地覆⑥ひ びわれ( C)　　 　

　　⑥全 体的には( B )

写 - 0 0 1

　　⑧漏 水・遊離石灰( C )

地覆⑦剥離・ 鉄筋露出( E )

写 - 00 2

排水施設⑳ 漏水・滞水( E )

写 - 00 3

床版⑪ 床版ひびわれ( B )

支承 ①腐食( B)

支承 ①腐食( B )

伸縮 装置⑳漏水・滞 水( E)

写 - 0 0 4

主 桁⑤防食機能の 劣化( C)

写 -0 0 5

床版⑦剥離・鉄 筋露出( C )

写 - 00 6～ 0 07

床版 ⑦剥離・鉄筋露 出(C )

地覆 ⑦剥離・鉄筋露 出( E)

写 - 0 0 9

床 版⑧漏水・遊離石 灰( C)

写 -0 0 8

主 桁①腐食( B )

　 　⑦剥離・鉄筋露 出( C)

地覆⑥ ひびわれ( C )　 　　

　　⑥ 全体的には( B )

　　⑧ 漏水・遊離石灰 (C )

※⑪床版ひびわれの記録について
　ひびわれの発生位置やその範囲・状況をスケッチや写真で
　記録するとともに，代表的な損傷の主要寸法を損傷図に明
　記するものとする。
　また，ひびわれ幅は中位以上（R C構造物B≧0 . 2 m m， P C構
　造物B≧ 0 . 1 m m）の数値を記入し，それ以下は数値を記入
　しないものとする。

※注 1

※注1

※注1 地覆⑥ひびわれは，全体的に損傷等級Bの損傷が見受けられ
　　　局部的に損傷等級Cの損傷が見受けられる。
　　　凡例の表記は損傷等級Cのみを明記している。

0 . 2 2 0 . 2 2

0 . 2 5

0 . 2 70 . 2 1

0 . 2 4

図 3.3.2 損傷図

図 3.2.2 損傷図より，「主桁①腐食」「床版⑦剥離・鉄筋露出」「地覆⑥ひびわれ」の三項目につ

いて，実際に損傷等級の割合算出の参考例を示す。

・ 主桁①腐食

損傷等級Ｂが局部的に 1箇所見受けられるが，その他全体的には損傷等級Ａである。この場

合は，〔Ａ：90%，Ｂ：10%，Ｃ：0%，Ｄ：0%，Ｅ：0%〕と損傷等級の割合を評価し，記録する。

・ 床版⑦剥離・鉄筋露出

損傷等級Ｃが局部的に３箇所見受けられるが，その他は損傷等級Ａである。この場合は，損

傷図にスケッチした損傷の発生位置・範囲および状況より，〔Ａ：80%，Ｂ：0%，Ｃ：20%，

Ｄ：0%，Ｅ：0%〕と損傷等級の割合を評価し，記録する。

・ 地覆⑥ひびわれ

損傷等級Ｃが局部的に６箇所見受けられ，その他全体的には損傷等級Ｂである。この場合は，

〔Ａ：0%，Ｂ：90%，Ｃ：10%，Ｄ：0%，Ｅ：0%〕と損傷等級の割合を評価し，記録する。
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3.3 損傷等級の記録

判定を行う損傷の種類と，損傷の種類ごとの損傷等級は下表の通りとする。

表 3.3.2 判定する損傷の種類と損傷等級

材
料

損傷の種類
損傷等級

備考
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

鋼

① 腐食 ● ● ● ● ●

② 亀裂 ○ － ○ － ○

③ ゆるみ・脱落 ○ － ○ － ○

④ 破断 ○ － － － ○

⑤ 防食機能の劣化

● － ● ● ● 塗装

● － ● － ● めっき，金属溶射

● ● ● ● ● 耐候性鋼材

コ
ン
ク
リ
ー
ト

⑥ ひびわれ ● ● ● ● ●

⑦ 剥離・鉄筋露出 ● － ● ● ●

⑧ 漏水・遊離石灰 ● － ● ● ●

⑨ 抜け落ち ○ － － － ○

⑪ 床版ひびわれ ● ● ● ● ●

⑫ うき ○ － － － ○

そ

の

他

⑬ 遊間の異常 ○ － ○ － ○

⑭ 路面の凹凸 ○ － ○ － ○

⑮ 舗装の異常 ○ － ○ － ○

⑯ 支承部の機能障害 ○ － － － ○

⑰ その他 ○ － － － ○

共 
 
 

 

通

⑩ 補修・補強材の損傷 ○ － ○ － ○

⑱ 定着部の異常 ○ － ○ － ○

⑲ 変色・劣化 ○ － － － ○

⑳ 漏水・滞水 ○ － － － ○

○21 異常な音・振動 ○ － － － ○

○22 異常なたわみ ○ － － － ○

○23 変形・欠損 ○ － ○ － ○

○24 土砂詰り ○ － － － ○

○25 沈下・移動・傾斜 ○ － － － ○

○26 洗掘 ○ － ○ － ○

●：部材全体へのひろがりを評価しやすい損傷種類で，損傷等級ごとの発生割合を記録する
○：部材全体へのひろがりを評価しにくい損傷種類で，損傷等級ごとの有無を記録する

ただし，記録方法は便宜的に（有り⇒100%，無し⇒0%）として表現する
－：損傷等級が存在しない

【解説】

損傷種類ごとの判定は「付録－１ 損傷等級評価基準」および「付録－２ 耐候性鋼材の損傷評価

基準および補修要否判定」による。



122

3.4 損傷図の記録

【解説】

点検の結果は，単に損傷の大小という情報だけではなく，効率的な維持管理を行うための基礎的な

情報として様々な形で利用される。例えば，ひびわれ状況をもとにアルカリ骨材反応を検討したり，

亀裂の発生箇所周辺の損傷状況をもとに損傷原因を考察したりする場合には，損傷図が重要な情報源

となる。

したがって，損傷の程度を適切な方法で詳細に記録しなければならない。損傷状況を示す情報のう

ち，定性的な評価基準（「付録－１ 損傷等級評価基準」および「付録－２ 耐候性鋼材の損傷評価

基準および補修要否判定」）を用いて損傷の程度を表せない情報については，損傷図や文章等を用い

て記録することとする。以下に，定性的な評価基準で損傷の程度を表せない情報に対する記録方法例

を示す。

・コンクリート部材におけるひびわれの状況のスケッチ（スケッチには，ひびわれ幅も併記す

る）

・コンクリート部材におけるうき，剥離，変色等の変状箇所および範囲のスケッチ

・鋼製部材の亀裂発生位置，進展の状況のスケッチ

・鋼製部材の変形の位置や状況のスケッチ

・漏水箇所などの変状の発生位置

・異常音や振動など写真では記録できない損傷の記述

【損傷図の記入要領】

損傷図の記入要領は以下のとおりとする。

・径間単位で上部工，下部工，路面を作成する。

・部材名称，損傷種類番号・損傷名，損傷等級を記入する。「損傷種類番号・損傷名」および

「損傷等級」については評価基準（「付録－１ 損傷等級評価基準」および「付録－２ 耐

候性鋼材の損傷評価基準および補修要否判定」）を用いる。

・各損傷箇所に対応した写真番号（登録番号と同じ写真番号）を記入する。

・定性的な評価基準で損傷の程度を表せない情報を記入する。

・損傷等級Ｂ以上について，記入する。

・全体的に見受けられる損傷は，損傷種類番号・損傷名，損傷等級をコメントとして記入する。

・同じ部材，損傷種類，損傷等級は凡例で示す。

・・耐候性鋼材の損傷については，損傷等級がＡであっても，損傷図へ状態判定（３，４，５）

を記入する。

損傷図の記入例を次頁以降に示す。

点検を実施した部材は，損傷等級ごとに損傷図に記録を行うことを原則とする。
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【損傷図の記入例 その 1（鋼上部工）】

損 傷 図

損傷の種類

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

損傷の種類

漏　　水

そ の 他

表　示 表　示

腐　　食

※記載上の留意点
　・部材、損傷の種類及び番号、損傷等級を明記し、写真を登録
　　するものについては写真番号を記載する。
　・損傷等級区分Ｂ以上を記載する。
　・全体的に見受けられる損傷は、損傷の種類および損傷等級を
　　コメントとして、記載する。
　・同じ部材、種類、等級は凡例で示す。

損傷の凡例

下　面

P 6 P 7

地覆⑥ひびわれ (C )　　　

　　⑥全体的に は(B )

写 -0 0 1

　　⑧漏水・遊 離石灰( C)

地覆⑦ 剥離・鉄筋露出( E )

写 - 0 0 2

排水 施設⑳漏水・滞 水( E)

写 - 0 0 3

床版⑪床版ひ びわれ( B)

支承①腐食( B )

支承①腐食( B )

伸縮装置⑳漏水 ・滞水( E)

写 -0 0 4

主桁⑤防食機 能の劣化( C )

写 - 00 5

床版⑦剥 離・鉄筋露出( C )

写 - 0 0 6～ 0 0 7

床版⑦剥離 ・鉄筋露出( C )

地覆⑦剥 離・鉄筋露出( E )

写 - 0 0 9

床版⑧ 漏水・遊離石灰 (C )

写 - 0 0 8

主桁① 腐食( B)

　　⑦ 剥離・鉄筋露出 (C )

地覆⑥ひびわ れ(C )　　　

　　⑥全体的 には( B)

　　⑧漏水・ 遊離石灰( C )

※⑪床版ひびわれの記録について
　ひびわれの発生位置やその範囲・状況をスケッチや写真で
　記録するとともに，代表的な損傷の主要寸法を損傷図に明
　記するものとする。
　また，ひびわれ幅は中位以上（R C構造物B≧ 0 . 2 m m， P C構
　造物B≧ 0 . 1 m m）の数値を記入し，それ以下は数値を記入
　しないものとする。

※注1

※注1

※注1 地覆⑥ひびわれは，全体的に損傷等級Bの損傷が見受けられ
　　　局部的に損傷等級Cの損傷が見受けられる。
　　　凡例の表記は損傷等級Cのみを明記している。

0 . 2 2 0 . 2 2

0 . 2 5

0 . 2 70 . 2 1

0 . 2 4

【損傷図の記入例 その 2（PC上部工）】

損 傷 図

損傷の種類

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

損傷の種類

漏　　水

そ の 他

表　示 表　示

腐　　食

※記載上の留意点
　・部材、損傷の種類及び番号、損傷等級を明記し、写真を登録
　　するものについては写真番号を記載する。
　・損傷等級区分Ｂ以上を記載する。
　・全体的に見受けられる損傷は、損傷の種類および損傷等級を
　　コメントとして、記載する。
　・同じ部材、種類、等級は凡例で示す。

損傷の凡例

下　面

A 1 P 1

床版⑦剥離・鉄 筋露出( E)

写 -0 0 5

　　⑧漏水・遊 離石灰( C)

床版 ⑦剥離・鉄筋露出 (E )

　　 ⑧漏水・遊離石灰 (C )

横桁 ⑦剥離・鉄筋露出 (E )

写 - 0 0 8

横桁 ⑦剥離・鉄筋露 出( C)

写 - 0 0 7

横桁 ⑧漏水・遊離石 灰(C )

写 - 0 0 2

※⑥ひびわれ，⑪床版ひびわれの記録について
　ひびわれの発生位置やその範囲・状況をスケッチや写真で
　記録するとともに，代表的な損傷の主要寸法を損傷図に明
　記するものとする。
　また，ひびわれ幅は中位以上（R C構造物B≧ 0 . 2 m m， P C構
　造物B≧ 0 . 1 m m）の数値を記入し，それ以下は数値を記入
　しないものとする。

主桁⑦剥離 ・鉄筋露出( C )

写 - 00 9

主桁⑥ひびわれ (C )

写 -0 0 3

0 . 1 6

0 . 1 2
0 . 1 5

床版⑥床版ひび われ( B)

写 - 00 4

主桁⑥ひびわれ( C )

写 -0 0 1

主 桁⑥ひびわれ( C )

写 -0 0 6

主桁⑥ ひびわれ( C )

床版⑫ うき( E)

写 - 0 1 0

床版⑧漏水・遊 離石灰( C )

写 - 01 0

床版⑧漏水・遊 離石灰( C)
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【損傷図の記入例 その 3（橋面）】

損 傷 図

損傷の種類

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

損傷の種類

漏　　水

そ の 他

表　示 表　示

腐　　食

※記載上の留意点
　・部材、損傷の種類及び番号、損傷等級を明記し、写真を登録
　　するものについては写真番号を記載する。
　・損傷等級区分Ｂ以上を記載する。
　・全体的に見受けられる損傷は、損傷の種類および損傷等級を
　　コメントとして、記載する。
　・同じ部材、種類、等級は凡例で示す。

損傷の凡例

C LP 2 A 2

高欄①腐食 (C )

写 - 00 1

⑭路 面の凹凸( C )

1 5 m mの 段差有

写- 0 0 3

舗装⑮舗装の異 常(E )

舗 装⑮舗装の異常 (E )

高欄①腐食 (C )

写 - 00 2

舗 装⑮舗装の異常 (E )

写 -0 0 6

舗装⑮舗装の異 常(E )

写 - 00 5

排水施設2 4土砂詰り( E )

写 -0 0 8
⑭路 面の凹凸( C )

写 - 0 0 4

※ 1 7 m mの 段差有

排水施 設24土砂詰 り(E )

橋　面

※⑮舗装の異常について
　点検する事象は，舗装のひびわれやうき，ポットホールで
　あるが，舗装本体の維持修繕を判断するために利用する
　評価ではなく，床版の健全性を判断するために利用される
　評価である。
　舗装のひびわれ幅は，5m m以上を記入する。

7 . 5

7 . 5

6 . 05 . 0

5 . 0

【損傷図の記入例 その 4（下部工 橋台）】

損 傷 図

損傷の種類

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

損傷の種類

漏　　水

そ の 他

表　示 表　示

腐　　食

※記載上の留意点
　・部材、損傷の種類及び番号、損傷等級を明記し、写真を登録
　　するものについては写真番号を記載する。
　・損傷等級区分Ｂ以上を記載する。
　・全体的に見受けられる損傷は、損傷の種類および損傷等級を
　　コメントとして、記載する。
　・同じ部材、種類、等級は凡例で示す。

損傷の凡例

N o

1

2

⑥ひびわ れ

幅 (m m )

0 . 8 0

1 . 5 0

※⑥ひびわれの記録について
　ひびわれの発生位置やその範囲・状況をスケッチや写真で
　記録するとともに，代表的な損傷の主要寸法を損傷図また
　は，下表のように明記するものとする。
　また，ひびわれ幅は中位以上（R C構造物B≧0 . 2 m m， P C構
　造物B≧ 0 . 1 m m）の数値を記入し，それ以下は数値を記入
　しないものとする。

A
1
側

P
1
側

1 2

Ａ１橋台

躯体 ⑳漏水・滞水( E )

躯体⑳漏水・滞 水( E)

写 - 00 1

躯体⑧漏水・遊 離石灰( C)

写 - 00 2

躯体 ⑰その他( E )

写 - 0 0 5

※落 書き有り

躯体⑰その 他(E )

※落書き有 り

躯体⑧漏水・ 遊離石灰( C) 躯体⑧ 漏水・遊離石灰 (C )

躯体 ⑥ひびわれ( D )　

　　 ⑥全体的には( B )

写 - 0 0 4

躯体⑥ひ びわれ( D)　

　　⑥全 体的には( B )

写 - 0 0 3

躯体⑳漏 水・滞水( E )

上流 下流 下流上流

躯体⑳漏水・ 滞水( E)

写 - 00 6

躯 体⑳漏水・滞水 (E )

0 . 8 1 . 5

注）躯体⑥ひびわれは，全体的に損傷等級Bの損傷が見受けられ
　　局部的に損傷等級Dの損傷が見受けられる。
　　凡例の表記は損傷等級Dのみを明記している。

0 . 2

0 . 2 5

注）躯体⑰その他は，損傷内容の分類を明記すること。
　　また、発生位置やその範囲・状況等を明記する。

3 0 . 2 5

4 0 . 2 0

3

4
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【損傷図の記入例 その 5（下部工 橋脚）】

損 傷 図

損傷の種類

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

損傷の種類

漏　　水

そ の 他

表　示 表　示

腐　　食

※記載上の留意点
　・部材、損傷の種類及び番号、損傷等級を明記し、写真を登録
　　するものについては写真番号を記載する。
　・損傷等級区分Ｂ以上を記載する。
　・全体的に見受けられる損傷は、損傷の種類および損傷等級を
　　コメントとして、記載する。
　・同じ部材、種類、等級は凡例で示す。

損傷の凡例

Ｐ１橋脚

正面図　(A 1側 )

正面図　(P 2側 )

躯 体⑳漏水・滞水 (E )

躯体⑳漏 水・滞水( E )

写 - 0 0 2

躯体⑧漏 水・遊離石灰( C )

躯体 ⑧漏水・遊離石灰 (C )

写 - 0 0 5

躯体 ⑧漏水・遊離石 灰(C )

躯 体⑳漏水・滞水( E )

躯体⑳ 漏水・滞水( E )

躯体⑳漏水・ 滞水( E)

躯体⑳漏水・滞 水(E )

写 -0 0 7

躯体⑧漏水・遊離 石灰( C)

写 -0 0 3

躯体 ⑧漏水・遊離石 灰( C)

写 - 0 0 4

躯 体⑳漏水・滞水( E )

写 -0 0 6

躯体⑧漏水・遊 離石灰( C )

写 - 00 8

躯 体⑧漏水・遊離 石灰( C)

P
2
側

A
1
側

上流 下流

下流 上流A 1側P2側 P 2側A 1側

躯 体⑥ひびわれ( D )　

　 　⑥全体的には (B )

0 . 3

※注1

※注1 躯体⑥ひびわれは，全体的に損傷等級Bの損傷が見受けられ
　　　局部的に損傷等級Dの損傷が見受けられる。
　　　凡例の表記は損傷等級Dのみを明記している。

0 . 2 5

0 . 2 2

※⑥ひびわれの記録について
　ひびわれの発生位置やその範囲・状況をスケッチや写真で
　記録するとともに，代表的な損傷の主要寸法を損傷図に明
　記するものとする。
　また，ひびわれ幅は中位以上（R C構造物B≧ 0 . 2 m m， P C構
　造物B≧ 0 . 1 m m）の数値を記入し，それ以下は数値を記入
　しないものとする。
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3.5 写真撮影上の注意点

【解説】

・場所

前回点検の調書を確認し，できる限り同じ場所・同じ角度から撮影する。ただし，前回点検の

調書では損傷が判定しにくい場合には，この限りではない。

・範囲

損傷が発生した部材と損傷位置を把握するために遠景での撮影を行い，損傷の状態を把握する

ために近接での撮影を行う。

遠景写真              近接写真

・角度

変形，移動，ひびわれなどは，角度に工夫をして状況が分かるように撮影する。

スタッフやポール，コンベックスなどを用いて変形が分かるように撮影を行う。

変形がわかりやすい         移動がわかりやすい

・精度

損傷のサイズが分かるように，ゲージを添えたり，チョーキングや黒板（白板）などで寸法を

書いたりしてわかるよう表現して撮影を行う。

また，写真はピンボケやブレがないかをその場で確認する。

ゲージを添える      チョーキングの例        白板の例

損傷の状況は，スケッチおよび損傷写真により記録する。

損傷の進行具合を判断するための情報源となることから，写真を撮影する際には場所，範囲，

角度，精度に注意して行う。
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4 健全度の算出

【解説】

健全度は，健全性を表す総合的な評価点であり，点検結果（損傷等級）を基にして算出する。

全く損傷がなく健全な状態を《健全度＝１００》とし，損傷等級から算出される損傷評価点の合

算値を１００から減点したものを対象となる部材の健全度とする。

すなわち， 健全度〔ＨＩ〕 ＝ １００ － Σ損傷評価点〔ＤＧ〕 とする。

ＨＩ：Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｄｅｘ ， ＤＧ：Ｄａｍａｇｅ Ｇｒａｄｅ

損傷状況の記録を基にして部材単位及び径間単位の健全度を算出するとともに，健全度に

応じた標準補修工事費を算出するものとする。
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5 点検結果の記録

5.1 長崎県橋梁維持管理システムへの登録

【解説】

点検結果の記録および調書の作成は，長崎県橋梁維持管理システム（以下，「システム」という。）

を使用して行うものとする。

データベースは各橋毎の点検履歴を保管する目的の他に，特定の条件での検索機能，維持管理計画

策定に使用する健全度等の情報の出力などを目的とする。

点検結果の記録及び点検調書の作成は，以下に示す手順に従い行うものとする。

① 対象橋梁の基本（橋梁諸元）データを「システム」に入力するとともに，既存の資料などを元

にして点検対象橋梁の概要や点検のポイントを把握する。

② 「システム」から点検結果記入シートを出力し，点検実施時に点検結果記入シートへ記録する。

③ 点検結果（損傷図，写真データなど）を「システム」に入力し，点検結果に関する帳票を作成

する。

④ 点検結果に基づきに橋梁診断を実施する。

⑤ 診断結果を「システム」に入力し，橋梁診断書を作成する。

システムの詳細は｢操作マニュアル｣を参照すること。

点検結果は定められた調書に記録するとともにデータベースに登録するものとする。
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図 3.5.1 点検記録の流れ

長崎県橋梁
維持管理システム

帳票
・記入シートの出力

出力

出力

入力

帳票
・橋梁基本台帳
・橋梁一般図
・点検総括票
・損傷図
・点検調査票
・損傷写真台帳
・点検表記録様式

点検実施
・損傷箇所の確認
・記入シートへの損傷記録

点検結果整理

橋梁基本データ

点検

データベース

台帳・
図面等

入力

長崎県橋梁
維持管理システム

帳票類

記入
シート

診断

報告書点検野帳 ﾌｧｲﾙ電子    
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5.2 緊急的な対策が必要と判断される損傷が確認された場合

【解説】

部材の重要性や損傷の進行状況など，橋梁の機能に影響を与える要因の状況を総合的に判断し，橋

梁構造の安全性が著しく損なわれている，または通行車両，通行人の交通障害や第三者等への被害の

恐れが懸念され，緊急に対策することが必要な状態（国土交通省の「橋梁定期点検要領 H31.3」にお

ける対策区分 E（判定区分 E1・E2）に相当する損傷）について，所見・処方，対策案などを橋梁診

断書に記載する。

これによって重大な損傷のみが記載されるため，速やかな補修を必要とする損傷が一目で確認でき

る。

なお，重大な損傷の事例を以下に参考として示す。

重大な損傷の事例

・上部工，下部工の著しい損傷などにより，落橋の恐れがある場合

・高欄や防護柵等の部材の欠損や脱落により，通行人や通行車両が路外へ転落する恐れがある場

合

・伸縮装置の著しい変形により通行車両がパンク等により運転を誤る恐れがある場合

・伸縮装置の欠損，舗装の著しい凹凸により通行車両がハンドルを取られる恐れがある場合

・地覆，高欄，床版等からコンクリート塊が落下し，路下の通行人，通行車両に危害を与える恐

れが高い場合

・床版の著しい損傷により，路面の陥没の恐れがある場合

・桁あるいは点検路等から異常音や異常振動が発生しており，周辺住民に悪影響を与えていると

考えられる場合

緊急的な対策が必要と判断される損傷については，所見，処方，対策（応急措置）案等

を橋梁診断書に記載する。
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5.3 溝橋の取り扱い

【解説】

ここで説明する溝橋とは下記の条件に当てはまるものをさす。

・鉄筋コンクリートからなる剛体ボックス構造で，かつ，ボックス構造内に支承や継手がなく，

かつ全面が土に囲まれているもの

・第三者がその内空に入る恐れがないとみなせる共用環境であるもの

溝橋と一般橋梁では構成部材の呼称等が違うことから，一般橋梁の点検部材に置き換えて点検を実

施し健全度の判定を行う。

(1) 溝橋の部位・部材

溝橋の標準的な部位・部材名称を下記に示す。

図 3.5.2 溝橋の部材名称

図 3.5.3 ２連の溝橋の部材名称

溝橋は，標準的な部材を一般橋梁の点検部材に置き換え，点検結果を記録する。
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(2) 標準部材の置き換え

溝橋の標準部材は表3.5.1に示す一般橋梁の点検部材に置き換えて点検結果の記録を行うもの

とする。

表 3.5.1 点検部材の置き換え

工種 点検Ｂでの点検部材 溝橋の点検部材

上部工
床版 頂版

主構 ─

下部工
躯体 側壁，隔壁

基礎 底版

支承部

支承本体 ─

沓座モルタル・

台座コンクリート
─

路上
高欄・防護柵 高欄，防護柵

照明・標識施設 照明，標識施設

路面

舗装 舗装

伸縮装置 ─

排水装置 ─

(3) 点検時の留意点

健全性の診断を行うために必要に応じて，打音，触診，その他非破壊検査，試掘等必要な調査

を行う。

内空でのコンクリート片の落下が第三者被害につながらないと判断してよいものが想定されて

いることから，この観点についてであれば内空面での打音・触診の実施の必要はない。ただし，

目視によりうき，剥離，またはこれらが疑われる変状が確認された場合には，これを取り除いて

内部の状態を把握することを検討する。
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5.4 横断歩道橋の取り扱い

【解説】

横断歩道橋と一般橋梁では構成部材の呼称等が違うことから，一般橋梁の点検部材に置き換えて点

検を実施し健全度の判定を行う。

(1) 横断歩道橋の部位・部材

  横断歩道橋の標準的な部位・部材は以下の①～⑥に区分される。

① 通路  【主桁，添接板，垂直補剛材，横桁，鋼床版，デッキプレート，地覆，連結部】

② 階段  【主桁，踏み板，蹴上げ，地覆，橋台】

③ 橋脚  【鋼製柱，支承，落橋防止構造，根巻きコンクリート】

④ 排水装置【排水ます，排水受け，排水管，排水樋】

⑤ 橋面  【舗装，高欄・防護柵，手すり，目隠し板，袖隠し板】

⑥ その他 【照明，道路施設，化粧板】

図 3.5.4 横断歩道橋の部位区分と径間番号の例

第3径間

A1橋台

A2橋台
A3橋台

P1橋脚

P2橋脚

P3橋脚

第
5
径
間

第
4
径
間

①

②

③ ③

④

④

※径間番号は、道路終点方向に向かって左側（下り線）を A1 橋台として設定する。

横断歩道橋は，標準的な部材を一般橋梁の点検部材に置き換え，点検結果を記録する。
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(2) 標準部材の置き換え

横断歩道橋の標準部材は表3.5.2に示す一般橋梁の点検部材に置き換えて点検結果の記録を行う

ものとする。

表 3.5.2 点検部材の置き換え

工種 点検Ｂでの点検部材 溝橋の点検部材

上部工

床版 鋼床版，デッキプレート，踏板，蹴上げ

主構 主桁，添接板，垂直補剛材，階段桁，連結部

床版・主構以外
主要な部材 横桁，縦リブ

主要でない部材 横構

下部工
躯体 橋台，橋脚，根巻きコンクリート

基礎 ─

支承部

支承本体 支承本体

沓座 ─

落橋防止システム 落橋防止システム

路上

高欄・防護柵 高欄，手すり，落下物防止柵

遮音施設 目隠し板，袖隠し板

照明・標識施設 照明，標識，信号

路面

地覆 地覆

舗装 舗装

伸縮装置 ─

その他

排水施設 排水ます，排水樋，排水管

添架物 化粧板

袖擁壁 ─

(3) 点検時の留意点

横断歩道橋の点検においては第三者被害が想定される部材の損傷状態は必ず確認（目視・叩き）

し，落下等の危険性について記載を残すものとする。また，利用者や近隣住民からの苦情（塗膜劣

化による景観性の低下，踏み板のずれ，蹴上げ面の劣化等）の有無について点検前に発注者に確認

し，苦情が寄せられている場合は損傷状況について記録を残すものとする。

【第三者被害が想定される部材】

標識，照明柱・受け台，落下物防止柵，化粧板，支持金具の腐食・設置状態およびボルトのゆるみ

については詳細に確認する。また，その他部材についても第三者被害が想定される場合は十分な確認

が必要である。
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図 3.5.5 備考欄コメント（参考）

・照明柱の基部に軽微な腐食が見られたため、経過観察が必要である。

・添接部ボルトの脱落やゆるみは見られなかった。

・住民の方より、他の歩道橋と比べて揺れがひどいように感じるとの意見あり。
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※国土交通省の「横断歩道橋定期点検要領 H31.2」より抜粋

①通路：デッキプレート形式

①通路：鋼床版形式

①通路：連結部

（桁下面）              （断面）

（桁下面）                  （断面）



137

②階段

③橋脚

③橋脚：支承・落橋防止

※ラーメン構造の場合を除く
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④排水装置

⑤橋面
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⑤橋面

⑥その他
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6 健全性の判定

点検により確認された変状・異常の程度から，健全性の判定を行う。

【解説】

点検結果から算出される部材健全度により橋梁を大別する。その後，損傷写真を基に損傷状況を判

断し，表 3.6.1 の区分の「Ⅰ～Ⅳ」に分類する。

図 3.6.1 健全性の判定フロー

【参考】

点検した橋梁について国土交通省の「橋梁定期点検要領（H31.3）」に定められている下表の判定

区分を行う。

健全性の判定は損傷の進行性の有無，予防保全の段階かの判断，架橋位置・条件を加味して判断を

行うものとする。判断に窮する損傷の場合は道路維持課と協議を行うものとする。

表 3.6.1 判定区分

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが，予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じる可能性があり，早期に
措置を講ずることが望ましい状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている，又は生じる可能
性が著しく高く，緊急に措置を講ずべき状態



改訂履歴

090326   2.5 点検の記録 の記述を変更
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第４編 通常点検
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1 点検作業の流れ

点検は，下図の流れに従い実施することを基本とする。

図 4.1.1 通常点検作業の流れ
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2 点検の内容

2.1 頻度，方法および体制

【解説】

従来の道路パトロールではパトロール車内から目視によって行っており，車内から確認でき

ない橋梁の損傷については定期点検に依存してきた。

しかし，定期点検は５年に１度しか実施しないため，その間に生じた重大な損傷を早期に発

見することが出来ない。そこで，通常点検では条文の様な頻度と方法を原則として，損傷の早

期発見を図ることとした。

通常点検の点検体制として，安全管理の面より最低限２人で実施するものとした。編成人員

は，現地条件などを考慮して適切な編成人員を定めるのがよい。

通常点検は，２人以上の体制で６ヶ月に１回，徒歩による目視で実施することを原則とする。
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2.2 対象部材

通常点検は，路面及び路上に関するものを対象とし，対象部材は表 4.2.1 を標準とする。

表 4.2.1 点検の対象部材

工 種 部 材 点検対象 備 考

上部工

床版 △

主構 △

床版・主構以

外

主要な部材 △

主要でない部材 △

下部工
躯体 △

基礎 －

支承部

本体 △

沓座 △

落橋防止システム －

路上

高欄，防護柵 ◎

遮音施設 ○

照明，標識施設 ◎ 基部のみ対象

路面

地覆 ◎

縁石、中央分離帯 ◎

舗装 ◎

伸縮装置 ◎
路面から確認できる部分

のみを対象

その他

排水施設 ◎
排水桝など路面から確認

できるものを対象

点検施設 －

添架物 －

袖擁壁 －

        ◎：主に近接目視  ○：主に遠望目視  －：対象外

        △：異常が生じている可能性がある場合に状況を写真撮影

【解説】

通常点検は，交通の安全確保に直接影響する路上，及び路面の部材を対象とした。これらの

部材に生じた損傷は，通常点検により損傷を把握し，常に良好な状態に保っておく必要がある。

また，路面の損傷は，路下部材に異常が生じている可能性があるため，損傷状況によっては

路下部材の状況を写真撮影することとした。
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2.3 損傷の評価・記録方法

【損傷記入例】

図 4.2.1 損傷記入例（通常点検結果記入シート）

橋梁コード 420-D0240 事務所 2006/10/4

カナ名称 シメンバシ 通常点検

橋梁名称 四面橋 ○○○○

路線名称 一般国道２０７号

所在地 諫早市 天満町

左側 中央 右側

路面 地覆、縁石、中央分離帯 車両の衝突などにより壊れている。

舗装 深さ50mm程度以上の穴（ポットホール）がある。

30mm程度以上のへこみ（わだち掘れ）がある。

5mm程度以上の舗装ひびわれがある。 1 001.jpg

伸縮装置 20mm程度以上の段差がある。 2 002.jpg

（橋台背面部含む） 車両走行時に異常な音がする。

伸縮装置が壊れている。

排水施設 土砂や舗装のオーバーレイによって詰まっている。 1,2 003.jpg,004jpg

路上 高欄,防護柵,遮音施設 車両の衝突などにより壊れている。または変形している。

照明施設、標識 支柱を押すと異常な揺れがある。

腐食で穴が開いている。

ボルトのゆるみがある。

道路利用者の通行に危険と思われる箇所がある。
※１

計測した結果は、下記の枠内に記入すること。
※２幅員方向の位置は、A1橋台からA2橋台の方向を見た体勢での位置とし、幅員を３分割した場合にどの位置に損傷があるか判断する。
※３１つの項目に対して損傷が複数生じている場合には、下記の枠内に全ての損傷について径間番号、幅員方向の位置、及び写真ファイル名を記入する。

特記すべき事項、気が付いた点など

伸縮装置の段差　A1,P1：無し　A2：25mm

損　傷　状　況※１

有り

その他

点検日

点検種別

部　　材工種 幅員方向の位置※２

無し 径間番号

通常点検結果記入シート

諫早土木事務所

写真ファイル番号

点検者

有　無 損傷の位置

損傷の評価は，「2.6 損傷事例集」を基に，橋梁点検員が項目毎の損傷の有無を判断

し，点検結果を記録する。



146

2.4 損傷に対する措置

【解説】

通常点検で発見された損傷は，交通の安全性に直接関わるものであり，速やかな対応が必要

である。ただし，補修の実施や詳細調査の必要性など判断しづらい損傷については，専門家の

意見を聞くなど適切な対応が必要である。

通常点検において発見された損傷に対する措置を以下に示す。

表 4.2.2 損傷に対する措置

注）上表の損傷状況のうち※１のものは，路下部材に異常が生じている可能性があるため，損

傷位置付近の路下部材の状況を写真に撮影するものとする。撮影した状況写真は，橋梁管理者

に提出し，橋梁管理者が現地の状況を把握した上で，詳細調査を実施するか否か判断する。

損傷を発見した場合には，速やかに適切な措置を講ずるものとする。
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2.5 点検の記録

【解説】

点検結果の記録および調書の作成は，長崎県橋梁維持管理システム（以下，「システム」とい

う。）を使用して行うものとする。

データベースは各橋毎の点検履歴を保管する目的の他に，特定の条件での検索機能，維持管

理計画策定に使用する健全度等の情報の出力などを目的とする。

点検報告書の作成及び点検結果の記録は，以下に示す手順に従い行うものとする。

① 「システム」から通常点検結果記入シートを出力し，点検実施時に通常点検結果記入シ

ートへ記録する。

② 点検結果データを「システム」に入力し，点検結果に関する帳票類を作成する。

点検結果は定められた調書に記録するとともにデータベースに登録するものとする。
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2.6 損傷事例集

損傷

部位
損傷例 損傷状況

地覆

地覆部が車両の衝突などに

より、ひびわれや欠損などが

生じて壊れている。

車が衝突した場合、橋梁外に

飛び出す危険性がある。

また、直下に道路や人の通行

がある場合には、事故につな

がる危険性がある。

舗装

舗装に深さ 50mm 程度以上

の穴が開いている。

車両の通行に支障が生じ、事

故につながる危険性がある。

この場合、桁下の異常（床版

の損傷など）も考えられるの

で、詳細調査を実施するなど

適切な対応が必要となる。
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損傷

部位
損傷例 損傷状況

舗装

舗装にひび割れが生じてい

る。

車両の通行に支障が生じ、事

故につながる危険性がある。

この場合、桁下の異常（床版

の損傷など）も考えられるの

で、詳細調査を実施するなど

適切な対応が必要となる。

伸縮

装置

伸縮装置に 20mm 程度以上

の段差が生じている。

車両の通行に支障が生じ、事

故につながる危険性がある。

この場合、桁下の異常（支承

の沈下など）も考えられるの

で、詳細調査を実施するなど

適切な対応が必要となる。
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損傷

部位
損傷例 損傷状況

伸縮

装置

伸縮装置が壊れている。

車両の通行に支障が生じ、事

故につながる危険性がある。

排水

施設

排水施設が土砂によって詰

まっている。

降雨時に水たまりとなり、車

両の通行に支障が生じ、事故

につながる危険性がある。

高欄

防護

柵

高欄、防護柵部が車両の衝突

などにより、変形などが生じ

て壊れている。

車が衝突した場合、橋梁外に

飛び出す危険性がある。

また、直下に道路や人の通行

がある場合には、事故につな

がる危険性がある。



改訂履歴

090326   2.5 点検結果の記録 の記述を変更

200331  ・異常時点検の実施条件の見直し

・地震後の点検についての説明を追加
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第５編 異常時点検
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1 点検作業の流れ

点検は，下図の流れに従い実施することを基本とする。

図 5.1.1 異常時点検作業の流れ

【解説】

軽微な交通障害要因がある場合とは，道路上に交通障害となる物件（落石，置き石，倒木，

草，看板等）が原因で交通に障害が発生している場合であり，除去作業を行うことによって，

通行が可能になる場合である。なお，軽微な交通障害要因についてはその場で適宜処置を講ず

る。

緊急対応が必要の有無は，交通の安全確保を基に橋梁としての機能を保持しているかどうか

を判断する。
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2 点検の内容

2.1 頻度，方法および体制

【解説】

異常気象による道路交通障害に対して速やかに対応するため，異常時点検では条文の様な頻

度と方法を原則として，損傷の早期発見を図ることとした。

異常時点検を実施する異常気象は，地震とその他（地震以外の異常気象）に種類分けし，各々

の定義は以下の通りとする。

・ 地震の場合：震度４以上

・ その他（地震以外の異常気象）：施設管理者が判断する。

異常気象のその他（地震以外の異常気象）の異常時点検を実施する判断基準として，参考基

準を以下に示す。

点検に行く際には，警報が解除され，安全の確認ができているか注意すること。

・豪雨の場合：大雨特別警報が発令された場合

・洪水の場合：危険水位以上

・台風の場合：中心付近の最大風速 50m/s 以上

・噴火・竜巻・津波等の場合：現象が発生した場合

・異常気象時における通行規制基準に基づく規制区間に適用している異常気象時

異常時点検の点検体制として，安全管理の面より最低限２人で実施するものとした。編成人

員は，現地条件などを考慮して適切な編成人員を定めるのがよい。

また，点検は通行可能の有無，損傷の有無等の状況を迅速に把握するもので，巡回車等で走

行中に車上からの目視および段差等の車上感覚により行う点検を原則とする。ただし，地震発

生後および損傷箇所を発見した場合は，周辺および橋梁本体の安全を確認したうえで徒歩にて

損傷個所や対象部材に可能な限り近接し，路上撮影，目視確認およびテープ等により簡易計測

を行う点検を実施する。

異常時点検は，２人以上の体制で異常気象発生後速やかに，車上からの目視および段

差等の車上感覚により実施することを原則とする。
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2.2 対象部材

異常時点検における対象部材は表 5.2.1 を標準とする。

表 5.2.1 点検の対象部材

工 種 部 材
点検対象

備 考
地 震 その他

橋梁全体 落橋 ◎ ◎

上部工

床版 △ ○

主構 ◎ ○

床版・主構以外
主要な部材 △ ○

主要でない部材 △ ○

下部工
躯体 ◎ ○

基礎 △ ○

支承部

本体 ◎ ○

沓座 ◎ ○

落橋防止システム ◎ ○

路上

高欄，防護柵 △ ○

遮音施設 △ ○

照明，標識施設 △ ○

路面

地覆 △ ○

縁石、中央分離帯 △ ○

舗装 △ ○

伸縮装置 ◎ ○

その他

排水施設 △ ◎

点検施設 △ ○

添架物 △ ○

袖擁壁 ○ ○

◎：主に近接目視  ○：主に遠望目視  

△：異常が生じている可能性がある場合に状況を写真撮影

【解説】

異常時点検の対象部材は，異常気象の種類で地震とその他（地震以外の異常気象）に分け，

上表のように点検対象部材を設定する。車上からの目視（遠望目視）および段差等の車上感覚

による点検を原則とするが，異常気象発生時に橋面上の異常，支承付近，上・下部工等の発生

しやすい損傷を念頭に点検を実施する。遠望目視で何らの異常が認められる場合および地震発

生時（震度４以上）は，対象部材に対して可能な限り近接目視による点検を実施する。
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2.3 損傷の評価・記録方法

【解説】

損傷の評価は，条文の様に橋梁点検員が点検対象部材項目毎に損傷の有無を判断し，点検結

果を異常時点検結果記入シートに記録する。

記録方法は，異常時点検の実施前に日頃より異常時点検結果記入シートの整備をしておき，

迅速な異常時点検を実施し，損傷の有無を判断し，異常時点検結果記入シートに記録する。ま

た，損傷箇所は写真撮影やテープ等での簡易計測を行い，その結果を異常時点検結果記入シー

トに記録する。

なお，異常気象に因らない損傷箇所を発見した場合は，特記すべき事項として記録する。

異常時点検結果記入シートの記入例を以下に示す。

【損傷記入例 その 1（異常気象：地震）】

図 5.2.1 損傷記入例 その１（異常気象：地震）

橋梁コード D0240-0 事務所 20○○/○○/○○

カナ名称 シメンバシ 異常時点検

橋梁名称 四面橋 地震

路線名称 一般国道２０７号 震度5

所在地 諫早市 天満町 ○○○○

橋梁全体

上部工

下部工

支承部 本体・沓座・落橋防止

路面 路面に著しい段差が生じている。

異常な音・振動が生じている。

地覆，縁石，中央分離帯，舗装 著しく損傷している。

伸縮装置 遊間が著しく開いている。 001.jpg

伸縮装置が著しく壊れている。 002.jpg

路上

その他

003.jpg,004jpg

その他 道路利用者の通行に危険と思われる箇所がある。

総合評価
※１計測した結果は、下記の枠内に記入すること。

特記すべき事項、気が付いた点など

・橋台遊間500mm，伸縮装置が壊れている。

・添架水道管が破損し、漏水している。

高欄，防護柵，遮音施設
照明，標識施設

道路利用者の通行に危険な損傷または変形がある。

点検施設，添架物，袖擁壁 著しく損傷している。

排水施設 著しく損傷している。または、橋面に滞水、オーバーフローしている。

損　傷　状　況
※１

落橋している。

損傷が生じている。（脱落，破断）

主桁・床版 損傷が生じている。（たわみ，変形，ひびわれ）

躯体・基礎 損傷が生じている。（沈下，移動，傾斜，洗掘，ひびわれ）

無し

異常気象の程度

点検者

有り

緊急対応の必要性

異常時点検結果記入シート

諫早土木事務所

写真ファイル番号

異常気象の種類

有　無

点検日

点検種別

部　　材工　種

損傷の評価は，橋梁点検員が項目毎の損傷の有無を判断し、点検結果を記録する。
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【損傷記入例 その２（異常気象：その他 集中豪雨）】

図 5.2.2 損傷記入例 その２（異常気象：その他 集中豪雨）

橋梁コード D0240-0 事務所 20○○/○○/○○

カナ名称 シメンバシ 異常時点検

橋梁名称 四面橋 その他（集中豪雨）

路線名称 一般国道２０７号 時間雨量50ミリ

所在地 諫早市 天満町 ○○○○

橋梁全体

上部工

下部工

支承部 本体・沓座・落橋防止

路面 路面に著しい段差が生じている。

異常な音・振動が生じている。

地覆，縁石，中央分離帯，舗装 著しく損傷している。

伸縮装置 遊間が著しく開いている。

伸縮装置が著しく壊れている。

路上

その他 001.jpg,002.jpg

003.jpg,004jpg

その他 道路利用者の通行に危険と思われる箇所がある。

総合評価
※１計測した結果は、下記の枠内に記入すること。

特記すべき事項、気が付いた点など

・橋面に滞水がみられ、排水桝等がオーバーフローしている。

・添架水道管が破損し、漏水している。

異常時点検結果記入シート

諫早土木事務所

写真ファイル番号

異常気象の種類

有　無

点検日

点検種別

部　　材工　種
無し

異常気象の程度

点検者

有り
損　傷　状　況

※１

落橋している。

緊急対応の必要性

重大な被害が生じている。（脱落，破断）

主桁・床版 重大な被害が生じている。（著しいたわみ，変形，ひびわれ）

躯体・基礎 重大な被害が生じている。（著しい沈下，移動，傾斜，洗掘，ひびわれ）

点検施設，添架物，袖擁壁 著しく損傷している。

排水施設 著しく損傷している。または、橋面に滞水、オーバーフローしている。

高欄，防護柵，遮音施設
照明，標識施設

道路利用者の通行に危険な損傷または変形がある。
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2.4 損傷に対する措置

【解説】

異常時点検で発見された損傷は，交通の安全性に直接関わるものであり，速やかな対応が必

要である。ただし，補修・補強の実施や詳細調査の必要性など判断しづらい損傷については，

専門家の意見を聞くなど適切な対応が必要である。

2.5 点検の記録

【解説】

点検結果の記録および調書の作成は，長崎県橋梁維持管理システム（以下，「システム」とい

う。）を使用して行うものとする。

データベースは各橋毎の点検履歴を保管する目的の他に，特定の条件での検索機能，維持管

理計画策定に使用する健全度等の情報の出力などを目的とする。

点検報告書の作成及び点検結果の記録は，以下に示す手順に従い行うものとする。

① 「システム」から，異常時点検結果記入シートを出力し，点検実施時に，異常時点検

結果記入シートへ記録する。

② 点検結果データを「システム」に入力し，点検結果に関する帳票類を作成する。

損傷を発見した場合には，速やかに適切な措置を講ずるものとする。

点検結果は定められた調書に記録するとともにデータベースに登録するものとする。
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2.6 点検の報告

【解説】

点検結果報告は，県が点検結果に基づき適切な対応を講ずるために必要な情報を，点検を実

際に行う各地方機関から遅滞なく確実に得る必要がある。点検結果報告が安易になされれば，

致命的な事態を招く恐れもあるので注意が必要である。

異常時点検結果は、以下の事項について道路維持課へ報告するものとする。

① 点検状況報告

被災の有無に関わらず，適宜，点検状況および結果を報告する。（異常時点検結果一覧表）

② 点検結果および被災状況報告

異常時点検結果，被害（損傷）を発見した場合は，原因，被害箇所，被害状況等を報告

する。

異常時点検結果一覧表の出力例を以下に示す。

【異常時点検結果一覧表出力例】

図 5.2.3 異常時点検結果一覧表出力例

異常時点検結果一覧表　諫早事務所　全路線　点検日：2006/12/25～2006/12/31

橋梁全体 上部工 下部工 支承部 路面 路上 その他

D0240 四面橋 207号 2006/12/25 地震 震度5 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 無

D0000 ○○橋 ○○線 2006/12/25 地震 震度5 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 無

D0000 ○○橋 ○○線 2006/12/26 地震 震度5 ○ ○ ○ ○ ○ 無

D0000 ○○橋 ○○線 2006/12/26 地震 震度5 ○ ○ ○ ○ ○ 無

D0000 ○○橋 ○○線 2006/12/31 その他 洪水 ● ○ ● ○ ○ ● ● 有

点検日橋梁コード 橋名 路線名
緊急対応
の必要性

損傷の有無異常気象
の種類

異常気象
の程度

点検結果の報告は，道路維持課へ報告をするものとする。
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2.7 地震後の点検

【解説】

(1) 高欄や地覆の通りを遠望で確認し，軸線の変位や段差など全体を俯瞰して確認する必要が

ある。

(2) 支承部は地震の影響が最も現れやすい部位の一つであり，支承周辺の変状は慎重に確認す

る必要がある。

また，耐震補強のため後付けした部材や装置等と既設構造部位との接合部周辺の損傷も

多くみられることから注意深く観察する必要がある。

(3) 桁の損傷形態・部位により落橋や崩壊につながる可能性のある事象は見落とさないように，

確実に把握する必要がある。

(4) 下部工は地震時に損傷が生じやすい部位であり，その性状や程度によって耐荷力や安定に

及ぼす影響が大きく異なるため，変状の全体を把握して総合的な判断をする必要がある。

地震が起きた後の点検は、下記の点に着眼して行うこととする。

(1) 橋梁（全般）

・橋梁軸線の変位

・伸縮継ぎ手の遊間の変位（橋軸・橋軸直角方向の移動・変位の痕跡）

・遠望目視を基本に耳桁支承部付近の異常の有無

・遠望目視を基本に下部工の変位・クラックの有無

(2) 支承部

・支承の据え付け調整モルタルの異常

・支承アンカーボルト，ローラ・ピン，サイドブロック等の支承本体の異常

・落橋防止用連結材等の損傷

・支承付近の主桁損傷

・端横桁の損傷

・主桁端部付近の床版の損傷

(3) 上部工

・主桁の折れ・曲がり等

・対傾構・横桁の曲がり，リベット，HTB の異常

・横構の曲がり，リベット，HTB の異常

(4) 下部工

・橋脚柱の局部座屈

・橋座面等の局部せん断ひび割れ

・橋脚・橋台のせん断移動（特に打継ぎ目付近）

・橋脚・橋台の相対的ずれ，傾き


